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1．
教
育
的

イ
ン

テ
グ

レ
ー

シ
ョ
ン
と
交
流
教
育

　
欧
米

に
始

ま
っ

た
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
思
潮
は
，
19
81

年
の
国
際
障
害
者

年
，

1
98

3～
9
2年

の
「

国
連

・
障

害
者

の
十

年
」

な
ど

，
障

害
者
の

「
完

全
参

加
と

平
等
」
と
い
う
国
連
の
基
本
理

念
に

合
致

す
る
も

の
と

し
て

広
く

世
界
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
こ

ろ
と

な
り

つ
つ

あ
る

。
学

校
教

育
に
お
い
て
も
，
教
育
的
イ
ン
テ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン
と

い
う

形
で

，
こ

の
方
向
が
国
際
的
に
推
進
さ
れ

つ
つ
あ

る
D。

　
こ
う

し
た

海
外

の
動

向
は

，
文

部
省
も
早
く
か
ら
把
握
し
て
お

り
，

す
で

に
1
96
9年

の
特

殊
教

育
総

合
研
究
調
査
協
力
者
会
議
の

報
告

「
特
殊
教
育

の
基

本
的

な
施

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」

（
辻

村

泰
男

議
長
の
姓
を

冠
し

て
通

称
・

辻
村

報
告

と
言

わ
れ

て
い

る
）

に
お

い
て

，
日
本

に
お

け
る

教
育

的
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方

向
が
示
さ
れ
て
い

た
2｝

。

　
辻
村
報
告
は

，
「

1　
特

殊
教

育
の
改

善
充

実
の

た
め

の
基

本
的

な
考
え
方
」
と

し
て

，
「

1
　

心
身

障
害

児
の

能
力

・
特

性
等

に
応

じ
，

柔
軟

で
弾

力
的

な
教

育
的

取
り

扱
い
を
す
る
こ
と
。
2
　
普

通
児

と
と
も
に
教
育
を
受
け
る
機
会
を
多
く
す
る
こ
と
。
3　

早

期
教
育
お
よ
び

義
務

教
育

以
後

の
教

育
を

重
視

す
る

こ
と

。
4

す
ぐ

れ
た

教
員

を
養

成
し

，
確

保
す
る
こ
と
。
5
　
一
般
社
会
に

対
す
る

啓
発

活
動

を
徹

底
す

る
こ

と
。
」
の
5つ

を
提
示
し
て
い

た
。

そ
し

て
，
「
こ
の
報
告
に
お
い
て

は
，
心
身
障
害
児
に
対
す
る

教
育
的

配
慮

を
学

校
教

育
全

体
を

通
じ
て
行
う
態
勢
の
確
立
を
目

ざ
す
こ
と
を
基

調
と

し
て

い
る

が
，

基
本

的
な

考
え

方
と

し
て

，

そ
れ
が
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
の
は

，
1お

よ
び
2
で
あ
る
と
い

う
こ

と
が

で
き
る

」
と

し
，

特
に

2に
つ
い
て
は
「
ア
メ
リ
カ
な

＊
鳥

取
大

学
教

育
学
部
（
障
害
児
教
育
教
室
）

キ
ー

ワ
ー

ド
：

交
流

教
育

，
学

校
間
交
流
，
地
域
交
流
，
居
住
地

　
　
　
　
　
　
校

交
流

ど
で

行
わ

れ
て

い
る

い
わ

ゆ
る

特
殊

教
育

に
お

け
る

イ
ン

テ
グ

レ
ー

シ
ョ

ン
（

教
育

形
態

の
統

合
）

の
動

向
を

反
映

し
て

い
る

」

と
説
明

し
て

い
る

。

　
基

本
的
な
考
え
方
の
「
2　

普
通
児
と
と
も
に
教
育
を
受
け
る

機
会
を

多
く

す
る

こ
と

」
の

内
容

と
し

て
は

，
「

心
身

障
害

児
に

対

す
る
教
育
は
，
そ
の
能
力
・
特
性
等
に
応
じ
て
特
別
な
教
育
的
配

慮
の

も
と

1こ
行

わ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

が
，

普
通

児
と

と
も

に

生
活

し
教

育
を

受
け

る
こ

と
に

よ
っ

て
人

間
形

成
，

社
会

適
応

，

学
習
活
動
な
ど
種
々
の
面
に
お
い
て
教
育
効
果
が
さ
ら
に
高
め
ら

れ
る

こ
と

に
か

ん
が

み
，

心
身

障
害

児
の

個
々

の
状

態
に

応
じ

て
，

可
能

な
限

り
普

通
児

と
と

も
に

教
育

を
受

け
る

機
会

を
多

く
し

，

普
通
児
の
教
育
か
ら
こ
と
さ
ら
に
遊
離
し
な
い
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
た
。

　
よ
り

具
体

的
に

は
，

「
II　

特
殊

教
育

の
改

善
充

実
の

た
め

の
施

策
」

イ
1　

特
殊

教
育

機
関

の
拡

充
整

備
の

方
向

」
一

「
（

1）
普

通

学
校
に
お
け
る
指
導
体
制
の
整
備
」
の
中
で
，
ア
．
通
常
の
学
級

に
在
学
す
る
者
へ
の
施
策
と
し
て
「
特
定
の
時
間
，
特
別
の
指
導

を
行
う

こ
と

」
（

特
別

指
導

室
等

に
お

け
る

学
習

，
専

門
教

員
に

よ

る
巡
回
指
導
）
が
，
イ
．
盲
・
聾
・
養
護
学
校
ま
た
は
75条

学
級

に
在
学
す
る
者
へ
の
施
策
と
し
て
「
特
定
の
時
間
普
通
児
と
と
も

に
学
習

す
る

こ
と

」
が

提
案

さ
れ

て
い

る
。

　
辻

村
報
告
が
出
さ
れ
た
の
は
未
だ
養
護
学
校
教
育
の
義
務
化
以

前
で

あ
り
，
こ
う
し
た
提
案
は
養
護
学
校
等
の
整
備
が
急
が
れ
た

当
時
の

文
教

施
策

に
直

ち
に

採
用

さ
れ

る
と

こ
ろ

と
は

な
ら

な

か
っ
た
。
し
か
し
，
今
日
か
ら
す
れ
ば
，
辻
村
報
告
は
極
め
て
先

見
的

な
内
容
で
あ
っ
た
。
報
告
で
提
案
さ
れ
た
上
記
の
具
体
策
の

内
，

「
イ

」
は

交
流

教
育

と
し

て
1979年

度
か

ら
，

「
ア

」
は

通
級

指
導

（
巡
回
指
導
を
含
む
）
と
し
て
よ
う
や
く
1993年

度
（
約
四

半
世

紀
後

）
か

ら
，

施
策

化
さ

れ
る

と
こ

ろ
と

な
っ

た
。

　
交

流
教
育
と
は
，
通
常
の
学
級
に
統
合
で
き
て
い
な
い
障
害
児

の
た
め
の
教
育
的
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
方
策
で
あ
る
。
本
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渡
部
　
昭
男
　
鳥
取
県
に
お
け
る
「
交
流
教
育
」
の
展
開

論
文

で
は

，
施

策
化

さ
れ

て
15

年
を

経
た

交
流

教
育

に
つ

い
て
，

そ
の

展
開

過
程

を
鳥

取
県

を
事

例
に

論
ず

る
。

II．
交
流
教
育
の
広
が
り

1、
学

習
指

導
要
領
で
の
位
置
づ
け

　
交

流
教

育
を

任
意
で
は
な
く
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
行
う
た

め
に

は
，

ま
ず

は
交
流
教
育
を
学
校
の
教
育
課
程
に
正
式
に
位
置

づ
け
る
必
要
が
あ

っ
た
。

　
こ

う
し

た
整

備
は
，
ま
ず
，
特
殊
教
育
諸
学
校
の
学
習
指
導
要

領
の
197

1年
（
小

学
部
・
中
学
部
）
・
197

2
年
（
高
等
i郭

）
の
改
訂

に
お

い
て

着
手

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
，
特
別
活
動
に
「
小
学
校
の

児
童

お
よ

び
中

学
校
の
生
徒
」
と
の
交
流
教
育
を
位
置
づ
け
る

よ

う
求

め
た

1
97

0年
の

教
育

課
程

審
議

会
の

答
申

を
受

け
て

，
1971

年
に

告
示

さ
れ

た
小
学
部
・
中
学
部
の
学
習
指
導
要
領
は
，
障

害

種
別

に
よ

っ
て

多
少
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
持
ち
つ
つ
も
，

特

別
活

動
の

中
に

交
流
教
育
を
位
置
づ
け
た
（
盲
学
校
小
学
部
・

中

学
部

学
習

指
導

要
領

：
文

部
省

告
示

第
7
ア

号
，

鰹
学

校
小

学
部
’

中
学

部
学

習
指

導
要
領
：
同
第
78号

，
養
護
学
校
小
学
部
・
中
学

部
学

習
指

導
要

領
：

同
第

7
9号

。
小

学
部

一
1
97

1年
度

か
ら

実
施

，

中
学

部
一

1
97
2年

度
か
ら
実
施
）
。
ま
た
，
高
等
部
に
お
い
て

塙

等
学

校
の

生
徒

お
よ
び
地
域
社
会
の
人
々
」
と
の
交
流
教
育
を

位

置
づ

け
る

こ
と

を
求
め
た
1
97
2年

の
教
育
課
程
審
議
会
の
答
申

を

受
け

て
，

同
197

2
年

に
告

示
さ

れ
た

高
等

部
の

学
習

指
導

要
領

は
，

「
精

神
薄

弱
」

養
護

学
校

に
関

し
て

は
特

別
活

動
に

限
定

し
た
も

の
の

，
他

の
特

殊
教
育
諸
学
校
に
つ
い
て
は
「
第
1章

　
総
則
／

第
3節

　
第
2
款
　
指
導
計
画
の
作
成
等
に
当
た
っ
て
配
慮
す

べ

き
事

項
」

に
お

い
て
交
流
教
育
を
位
置
づ
け
た
（
盲
学
校
高
等
部

学
習

指
導

要
領

：
文

部
省

告
示

第
150

号
，

璋
学

校
高

等
部

学
習

指

導
要

領
：

同
第

15
1号

，
養

護
学

校
高

等
部

学
習

指
導

要
領

：
同

第

／
5
2号

。
197

3年
度
よ
り
学
年
進
行
で
実
施
）
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

，

～
部

限
定

的
な

と
こ
ろ
を
残
し
つ
つ
も
，
交
流
教
育
は
教
育
課

程

上
の

位
置

づ
け

を
得

る
と

こ
ろ

と
な

っ
た

。

　
交

流
教

育
の

よ
り
大
き
な
位
置
づ
け
は
，
19
79年

に
改
訂
さ
れ

た
学

習
指

導
要

領
に

お
い

て
な

さ
れ

た
。

す
な

わ
ち

，
盲

学
校
，

聾
学

校
及

び
養

護
学
校
小
学
部
・
中
学
部
学
習
指
導
要
領
（
文
部

省
告

示
第

1
3／

号
：
小
学
部
一
198

0
年
度
か
ら
実
施
，
中
学
部
一

1
98
1年

度
か

ら
実

施
）
で
は
，
特
別
活
動
に
限
定
さ
れ
た
形

で
は

な
く

「
第

1
章

　
総

則
／

第
2　

教
育

課
程

一
般

　
11の

（
3）

」
に

お
い

て
指

導
計

画
を
作
成
す
る
上
で
の
配
慮
事
項
と
し
て
，
ま
た

児
童

・
生

徒
に

加
え

て
F地

域
社

会
の

人
々

」
を

含
め

た
形

で
，

「
児

童
又

は
生

徒
の

経
験

を
広

め
，

社
会

性
を

養
い

，
好

ま
し

い

人
聞

関
係

を
育

て
る

た
め

，
学

校
の

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
て
，

小
学

校
の

児
童

又
は
中
学
校
の
生
徒
及
び
地
域
社
会
の
人
々
と
活

動
を
共
に
す
る
機
会
を
積
極
的
に
設
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
同
高
等
部
学
習
指
導
要
領
（
文
部
省
告
示
第

132号
：

高
等

部
一

1982年
度

か
ら

学
年

進
行

で
実

施
）

で
も

，
「

精

神
薄
弱
」
養
i護

学
校
を
含
め
て
，
特
別
活
動
と
と
も
に
「
第
1章

総
則

／
第

2節
　

第
5款

　
指

導
計

画
の

作
成

等
に

当
た

っ
て

配

慮
す

べ
き

事
項

」
に

お
い

て
，

「
生

徒
の

経
験

を
広

め
，

社
会

性
を

養
い
，
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
て
る
た
め
，
学
校
の
教
育
活
動

全
体
を
通
じ
て
，
高
等
学
校
の
生
徒
及
び
地
域
社
会
の
人
々
と
活

動
を
共
に
す
る
機
会
を
積
極
的
に
設
け
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す

る
］

と
さ

れ
た

。

　
こ
こ
で
留
意
し
た
い
こ
と
は
，
実
態
と
し
て
学
校
行
事
等
で
の

交
流
が
多
い
た
め
に
交
流
教
育
を
特
別
活
動
の
一
環
と
し
て
狭
く

解
す
る
向
き
も
あ
る
が
，
交
流
教
育
は
す
べ
て
の
領
域
で
推
進
さ

れ
る

べ
き

も
の

で
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

　
こ

う
し

た
交

流
教

育
の

位
置

づ
け

は
，

「
地

域
社

会
と

の
連

携
」

及
び

「
学

校
相

互
の

連
携

や
交

流
」

を
一

層
強

調
し

な
が

ら
，

1989

年
に
新
し
く
改
訂
さ
れ
た
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
も
引
き
継
が

れ
て
い
る
（
盲
学
校
，
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
小
学
部
・
中
学
部

学
習

指
導

要
領

：
文

部
省

告
示

第
131号

。
盲

学
校

，
翌

学
校

及
び

養
護

学
校

高
等

部
学

習
f旨

導
要

領
：

同
第

132与
i｝

oづ
、

学
部

一
1992

年
度

か
ら

実
施

，
中

学
部

一
1993年

度
か

ら
実

施
，

高
等

部
一

1994

年
度
か
ら
学
年
進
行
で
実
施
）
。

2．
心
身
障
害
児
理
解
推
進
校
の
指
定

　
1979年

当
時
，
文
部
省
は
，
交
流
教
育
の
認
可
を
学
習
指
導
要

領
改

訂
の

重
要

な
柱

で
あ

り
，

「
養

護
学

校
教

育
の

義
務

制
実

施
及

び
特
殊
教
育
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
の
変
化
と
の
対
応
を
図
っ
た
こ

と
」
の
一
環
で
あ
る
と
し
て
い
た
（
淳
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
の
制
定
及
び
特
殊
教
育
諸
学
校
の
学
習
指
導

要
領

の
全

部
を

改
正

す
る

告
示

の
公

示
に

つ
い

て
jl979年

7月

6日
付

け
，

文
初

特
第

242号
文

部
事

務
次

官
通

達
）

。
そ

し
て

，

交
流

教
育

に
閤

し
て

，
盲

・
聾

・
養

護
学

校
に

加
え

て
「

小
学

校
，

中
学

校
及

び
高

等
学

校
に

お
い

て
も

こ
の

趣
旨

を
十

分
理

解
し

，

適
切
な
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
」
に
関
係
機
関
を
指
導
す

る
よ
う
指
示
を
し
て
い
た
（
同
通
達
）
。

　
交
流
教
育
は
，
盲
・
聾
・
養
護
学
校
が
単
独
で
展
開
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
小
学
校
，
中
学
校
及
び
高
等
学
校
等
と
の
連
携
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
，
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
に
先
立
つ
1978年

の
教
育
課
程
審
議
会
の
答
申

に
お

い
て

は
，

「
小

学
校

，
中

学
校

及
び

高
等

学
校

の
児

童
生

徒
と

の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
，
小
学
校
，
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の

教
員
が
，
心
身
に
障
害
を
も
つ
児
童
生
徒
と
そ
の
教
育
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
を
深
め
，
こ
れ
ら
の
学
校
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ

る
よ

う
な

方
策

を
考

え
る

こ
と

」
と

述
べ

ら
れ

て
い

た
。
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表
1　

鳥
取
県
に
お
け
る
「
心
身

障
害
児
理
解
推
進
校
」
指
定
校
及
び
交
流

相
手

校

年
度

　
小
　
　
学
　
　
校
　
　
　
　
i　

　
　
　
中
　
　
学
　
　
校

i交
流

相
手
校

）
（
交
流
相
手
校
）

7
9
～

8
◎

倉
吉

市
立

ノ
」

岬
、

小
学
校

i倉
吉

市
立

倉
吉

養
護
学
校
）

米
子

市
立

福
原

中
学

校

i県
立

皆
生

養
護

学
校

）

81～
82

鳥
取
市
立
浜
坂
小
学

校

i県
立
鳥
取
養
護
学
校

）

米
子

市
・

Ei吉
津

村
中

学
校

組
合
立

@
　
　
　
箕
蚊
屋
中
学
校

@　
く

県
立

米
子

養
護

学
校

）

83～
84

米
子
市
立
車
尾
小

学
校

i米
子

市
立

米
子

養
護
学
校
）

国
府

町
立

国
府

申
学

校

i県
立

鳥
取

聾
学

校
）

85
～

86
　
　
　
鳥
取
市
立
湖
山
小

学
校

i鳥
取

大
学

教
育

学
部

附
属

養
護
学
校
）

倉
吉

市
立

倉
吉

西
中

学
校

i倉
吉
市
立
倉
吉
養
護
学
校

）

87
～

88
米
子
市
立
福
米
西
小

学
校

i県
立
皆
生
養
護
学

校
）

鳥
取

市
立

湖
東

中
学

校

i県
立

白
兎

養
護

学
校

）

89～
90

郡
家
町
立
郡
家
東

小
学

校

@（
県

立
鳥

取
聾

学
校
）

米
子

市
立

東
山

中
学

校

i米
子
市
立
米
子
養
護
学
校

）

91
～

92
　
　
鳥
取
市
立
湖
山
西

小
学
校

i鳥
取

大
学

教
育

学
部

附
属

養
護
学
校
）

淀
江

町
立

淀
江

中
学

校

i県
立

米
子

養
護

学
校

）

93
～

94
倉
吉
市
立
上
小
鴨
小

学
校

i県
立
倉
吉
養
護
学

校
）

　
　
　
東
郷
町
立
東
郷
中
学
校

P　
　
　
（
県
立
倉
吉
養
護
学
校
）

表
2　

鳥
取

県
に

お
け

る
「

心
身

障
害

児
交

　
　
　
流
活
動
地
域
推
進
研
究
校
」
指
定
校

年
度

87～
88

89～
90

9］
～

92

指
定
校
及
び
研
究
主
題

　
　
鳥
取
県
立
盲
学
校

地
域
の
人
々
と
，
よ
り
豊
か
な
社

会
づ

く
り

を
め

ざ
す

交
流

の
在

り

方
に

つ
い

て

　
鳥

取
県

立
皆

生
養

護
学

校

障
害

児
の

社
会

↑
生

を
高

め
，

地
域

社
会
一
般
に
対
し
て
理
解
と
認
識

の
深

化
を

図
る

交
流

活
動

の
在

り

方
～
よ
り
深
い
相
互
理
解
を
め
ざ

し
て
一

　
鳥

取
県

」
∠

白
兎

養
護

学
校

地
域
の
な
か
で
，
と
も
に
学
び
と

も
に

生
き

る
交

流
活

動

注
1
）
上
記
の
文
部
省
指
定
に
加
え
て

，
鳥

取
県

の
指

定
と

し
て

「
国

府
町

立
宮

ノ
下
小
学

　
　
校
（

1
980

～
8
1年

度
）
県
立

鳥
取

盲
学

校
」

「
鳥

取
市

立
末

恒
小

学
校

（
19
8
2～

83年

　
　

度
）
県
立
白
兎
製
辻
学
校
」
が
あ
る
。

　
2
）
市
立
倉
吉
養
護
学
校
は
県
立
倉

吉
養

護
学

校
の

前
身

で
あ

る
。

　
こ
う
し
た

背
景

か
ら

，
「

心
身

障
害

児
理

解
・

認
識

推
進

事
業

」

の
一

環
と

し
て

始
め

ら
れ

た
の

が
，
心
身
障
害
児
理
解
推
進
校
の

指
定
（
19

79
年

度
～

）
で

あ
る

。
「

心
身

障
害

児
理

解
推

進
校

指
定

要
項
」
で
は
，

「
小

学
校

及
び

中
学

校
の

児
童

生
徒

に
，

心
身

障
害

児
に

対
す

る
正

し
い

理
解

と
認

識
を
深
め
さ
せ
る
た
め
の
指
導
の

在
り

方
に

っ
い

て
研

究
を

行
う

」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
お
り
，
指

定
の
対
象
は
公
立
の
小
・
中
学
校
で
，
指
定
期
間
は
2
年
間
で
あ

る
。

都
道
府

県
教

育
委

員
会

の
推
薦
に
基
づ
い
て
文
部
省
か
ら
指

定
を
受
け
た
推

進
校

は
，

研
究

主
題

を
設

定
し

，
研

二
究

計
画

に
基

づ
い

て
研

究
を

実
施

し
，

第
1
年

度
の
終
わ
り
に
中
間
報
告
畜
を
，

第
2
年
度
の
終
わ
り
に
は
研
究
報

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い

る
。

ま
た

，
刑

1究
成

果
に

つ
い

て
，

研
究

発
表

会

を
開

催
し
た

り
，

研
究

報
告

言
を
印
刷
配
布
す
る
こ
と
等
が
推
奨

さ
れ

て
い

る
3
）

。

　
心
身
障
害

児
理

解
推

進
校

は
，

1
9
79年

度
か

ら
2
年

毎
ξ

こ
，

47

都
道
府
県
各

々
で

小
学

校
1
校

・
中

学
校

1
校

が
指

定
さ

れ
，

1
99

3～
9
4
年
度

の
指

定
で

8
回

目
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
取
県
に
お

い
て

も
，

表
1に

示
す

よ
う

に
，
心
身
障
害
児
理
解
推
進
校
と
し

て
19
7
9年

度
よ
り
毎
回
，
小
学

校
1
校
・
中
学
校
1校

が
指
定
さ

れ
て
い
る
。
文
部
省
指
定
の
こ
れ
ら
各
々
8
校
に
加
え
て
，
鳥
取

県
の
指
定
と
し

て
国

府
町

立
宮

ノ
下

小
学

校
（

19
80

～
81

年
度

）

及
び

鳥
取

市
立

末
恒

小
学

校
（

1
98
2～

8
3隼

度
）
が
あ
り
，
こ
れ

ま
で

に
指

定
を

う
け

た
学

校
は

小
学

校
10校

，
中

学
校

8校
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
，
交
流
の
相
手
校
（
研
究
協
力
校
）
と
し
て

は
近
隣
の
盲
・
聾
・
養
護
学
校
が
選
ば
れ
て
お
り
，
県
立
盲
学
校

1校
，

県
立

聾
学

校
1校

，
県

立
養

護
学

校
5校

（
精

神
薄

弱
3

校
，

肢
体

不
自

由
1校

，
病

弱
1校

）
，

市
立

養
護

学
校

1校
（

病

弱
）

，
国

立
養

護
学

校
1校

（
精

神
薄

弱
）

の
9校

す
べ

て
が

1回

は
相
手
校
と
な
っ
て
お
り
，
現
在
は
2巡

目
に
入
っ
て
い
る
。

3．
心
身
障
害
児
交
流
活
動
地
域
推
進
研
究
校
の
指
定

　
交
流
教
育
は
，
小
・
中
学
校
だ
け
で
な
く
，
地
域
社
会
に
も
広

が
っ

て
行

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
こ

で
始

め
ら

れ
た

の
が

，

心
身

障
害

児
交

流
活

動
地

域
推

進
研

究
校

の
指

定
（

1984年
度

～
）

で
あ

る
。

「
心

身
障

害
児

交
流

活
動

地
域

推
進

研
究

校
実

施
要

項
」

に
よ

る
と

，
「

心
身

障
害

児
の

経
験

を
広

め
，

社
会

性
を

養
う

と
と

も
に
，
心
身
障
害
児
に
対
す
る
社
会
一
般
の
理
解
と
認
識
を
深
め

る
た
め
の
実
践
研
究
を
行
う
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
お
り
，
都
道

府
県
教
育
委
員
会
が
文
部
省
か
ら
研
究
の
委
嘱
を
受
け
，
管
内
の

公
立
の
盲
・
襲
・
養
護
学
校
を
指
定
す
る
。
研
究
課
題
は
「
盲
学

校
，
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
と
地
域
社
会
と
の
交
流

活
動
（
音
楽
会
・
文
化
祭
等
の
文
化
的
活
動
，
運
動
会
・
球
技
大

会
等
の
体
育
的
活
動
，
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
イ
キ
ン
グ
等
の
野
外
活
動

な
ど
）
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
，
委
嘱
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52
渡
部
　
昭
男
　
鳥
取

県
に
お
け
る
「
交
流
教
育
」
の
展
開

期
間

は
2年

間
で

あ
る
。
研
究
の
i委

嘱
を
受
け
た
都
道
府
県
教
育

委
員

会
は

，
「

心
身

障
害

児
交

流
活

動
地

域
推

進
研

究
校

研
究

運
営

協
議

会
」

を
組

織
し
，
研
究
計
画
を
策
定
し
，
地
域
社
会
の
協
力

態
勢
を
整
え
つ
っ
，
研
究
を
進
め
る
。
そ
し
て
，
第
1
年
度
の

終

わ
り

に
中

間
報

告
書
を
，
第
2
年
度
の
終
わ
り
に
は
研
究
報
告

書

を
作

成
す

る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
，
研
究
成

果

に
つ

い
て

，
研

究
発
表
会
を
開
催
し
た
り
，
研
究
報
告
書
を
印
刷

配
布

す
る

こ
と

等
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
心
身
障
害
児
理
解
推
進

校
が
小
・
中
学
校
を

指
定
し
て
い
た
の
に
対
し
て
，
こ
ち
ら
は
盲
・

聾
・

養
護

学
校

を
指
定
し
，
地
域
社
会
で
の
交
流
活
動
の
推
進
を

図
ろ

う
と

い
う

の
で
あ

る
4
）

。

　
鳥
取
県
に
お
い

て
は
，
表
2
に
示
す
よ
う
に
，
県
立
鳥
取
盲

学

校
（
19
87
～
8
8
年

度
）
，
県
立
皆
生
養
護
学
校
（
1
989

～
9
0年

度
）

，
県

立
白

兎
養

護
学

校
（

1
99

1～
9
2年

度
）

が
こ

れ
ま

で
に
指

定
を
受
け
て
い
る
。

4
．

福
祉

教
育

の
展

開

　
文

部
省

指
定

に
よ
る
交
流
教
育
の
推
進
は
，
幼
稚
園
や
高
等
学

校
に

対
す

る
指

定
事
業
が
な
く
，
ま
た
量
的
に
も
限
ら
れ
た
学
校

の
指

定
に

留
ま

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
，
指
定
期
間
が
過
ぎ
れ

ば

活
動

が
停

滞
し

た
り
，
衰
退
す
る
例
も
聞
か
れ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
，

鳥
取

県
に

お
け

る
交

流
教

育
の

展
開

で
特

筆
す

べ
き

こ
と

は
，

県
の

主
に

福
祉

サ
イ
ド
で
推
進
さ
れ
て
き
た
福
祉
教
育
の
一
環

と

し
て

交
流

教
育

が
発

展
・

定
着

し
て

き
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

　
鳥
取
県
社
会
福
祉

協
議
会
（
以
下
・
県
社
協
）
の
整
理
に
よ
る
5）

と
，

鳥
取

県
に

お
け
る
福
祉
教
育
の
展
開
は
，
表
3の

よ
う
で
あ

る
。

　
さ

き
が

け
の

時
代
（
～
1
976

年
）
を
経
て
，
1
977年

度
か
ら
県

社
協

に
よ

る
福

祉
教

育
推

進
事

業
は

開
始

さ
れ

て
い

る
。

　
第

1
期

（
19

7ア
～
79

年
度

）
は

，
「

福
祉

の
教

育
研

究
協

力
校

」

を
設

置
し

て
研

究
協
力
校
連
絡
会
（
年
2回

）
や
福
祉
教
育
実

践

校
研
究
協
議
会
（

年
1
回
）
を
開
催
し
た
り
，
ま
た
福
祉
教
育

教

材
編

纂
委

員
会

を
設
け
て
福
祉
教
育
教
材
『
と
も
に
生
き
る
一
福

祉
の

心
を

育
て

る
た

め
に

一
」

（
1
98

0年
2
月

）
を

発
行

す
る

な
ど

し
て
い
る
。

　
第

2
期

（
19

80
～
82年

度
）

は
，

「
福

祉
の

教
育

研
究

協
力

校
」

を
高

等
学

校
に

も
広
げ
て
い
る
。
ま
た
，
福
祉
教
育
実
践
校
研

究

協
議
会
を
1
泊
2
日

に
充
実
し
た
り
，
福
祉
教
育
研
究
委
員
会

を

設
け

て
編

祉
に

関
す
る
意
識
・
実
態
調
査
報
告
一
小
・
中
学
生

，

高
校
生
，
教
員
一
］
（
1
98

1年
調
査
実
施
，
19

83
年
3月

）
，
『
福

祉

教
育

一
実

践
の

手
引
き
⇒
（
1
98
3年

3
月
）
を
発
行
す
る
な
ど

し

て
い
る
。

　
第
3期

（
19
8
3～

19
8
6年

度
：
1
9
86

年
度
は
第
4
期
と
重
複
し

て
区

分
さ

れ
て

い
る
ま
ま
と
し
た
）
は
，
福
祉
教
育
資
料
作
成

委

員
会
を
新
た
に
設
置
し
，
学
習
読
本
罫
ひ
と
が
生
き
て
い
る
一
福

祉
と

私
一

』
（

1986年
）

，
『

同
・

教
師

用
指

導
参

考
資

料
』

（
1987

年
3月

）
を

発
行

し
て

い
る

。

　
第

4期
（

1986～
1988年

度
）

は
，

そ
れ

ま
で

の
福

祉
教

育
実

践
校
研
究
協
議
会
を
改
め
て
，
鳥
取
県
教
育
委
員
会
の
後
援
を
受

け
た

形
で

「
福

祉
教

育
研

究
セ

ミ
ナ

ー
」

を
開

催
し

始
め

て
い

る
。

ま
た
，
中
・
高
校
生
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
事
業
を

実
施

し
た

り
，

全
県

民
向

け
に

広
報

紙
「

愛
の

輪
」

（
年

4回
）

の

配
布

を
開

始
し

て
い

る
。

　
現

在
の

第
5期

（
1989隼

度
～

）
に

お
い

て
は

，
福

祉
教

育
推

進
校
と
し
て
中
学
校
区
単
位
（
中
学
校
と
そ
の
校
区
の
小
学
校
と

の
セ

ッ
ト

指
定

）
及

び
高

等
学

校
の

指
定

を
進

め
て

い
る

。
ま

た
，

福
祉

教
育

研
究

委
員

会
に

よ
っ

て
，

第
2回

目
の

『
福

祉
に

関
す

る
意

識
・

実
態

調
査

報
告

書
』

（
1990年

調
査

実
施

，
1991年

）
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
上
記
の
福
祉
教
育
の
展
開
を
，
交
流
教
育
と
の
関
連
で
整
理
し

直
し

て
み

る
と

，
次

の
よ

う
な

特
徴

を
挙

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
第
一
に
，
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
導
す
る
形
で
始
め
ら
れ
た
福

祉
教
育
が
，
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
，
交
流
教
育
を

含
む
学
校
教
育
活
動
と
し
て
正
式
に
鳥
取
県
の
学
校
教
育
の
一
環

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

，

鳥
取
県
教
育
委
員
会
は
，
1989年

度
か
ら
「
本
県
に
お
け
る
学
校

教
育
に
お
け
る
基
本
目
標
（
幼
稚
園
，
小
・
中
・
盲
・
灘
・
養
護

学
校

）
」

の
中

に
，

「
〈

福
祉

の
教

育
の

推
進

〉
人

間
尊

重
の

精
神

を
基
盤
と
し
て
，
共
に
生
き
る
福
祉
の
心
の
大
切
さ
を
理
解
さ
せ

る
と

と
も

に
，

そ
の

実
践

約
態

度
の

育
成

に
努

め
る

」
を

加
え

た
。

そ
し

て
，

「
高

等
学

校
教

育
の

指
針

］
に

お
い

て
も

，
「

〈
福

祉
の

教
育
の
推
進
〉
人
聞
と
し
て
の
在
り
方
，
生
き
方
に
つ
い
て
の
自

覚
を
深
め
，
人
間
尊
重
の
精
神
を
基
盤
と
し
て
，
共
に
生
き
る
福

祉
の
心
を
育
て
る
と
と
も
に
，
そ
の
実
践
的
態
度
の
育
成
に
努
め

る
」

を
含

め
た

。

　
第
二
に
，
県
社
協
に
加
え
て
市
町
村
社
協
に
よ
る
福
祉
教
育
の

推
進
も
あ
い
ま
っ
て
，
文
部
省
指
定
事
業
の
対
象
外
で
あ
る
幼
稚

園
・

保
育

所
，

高
等

学
校

を
含

め
て

福
祉

教
育

が
量

的
に

大
き

く

普
及
し
た
こ
と
で
あ
る
。
県
社
協
の
集
計
に
よ
る
と
，
1991年

度

ま
で

に
福

祉
教

育
を

経
験

し
た

の
は

，
小

学
校

151校
（

89％
）

，

中
学

校
53校

（
87％

）
，

高
等

学
校

30校
（

88％
）

，
養

護
学

校
3

校
，

幼
稚

園
・

保
育

所
93懸

に
及

ん
で

い
る

と
い

う
。

そ
し

て
，

少
な
く
な
い
学
校
・
園
が
福
祉
教
育
の
一
環
と
し
て
交
流
教
育
に

取
り

組
ん

で
い

る
の

で
あ

る
。

　
第
三
に
，
作
成
さ
れ
た
福
祉
教
育
読
本
，
広
報
紙
な
ど
の
福
祉

教
育
メ
デ
ィ
ア
が
，
障
害
児
理
解
に
関
わ
る
内
容
を
含
ん
で
編
集

さ
れ

た
こ

と
で

あ
る

。
例

え
ば

，
ぎ

と
も

に
生

き
る

』
（

1980年
）

に
収

録
さ

れ
た

16話
の

実
に

10話
は

障
害

児
者

問
題

に
関

す
る

も



表
3　

鳥
取
県

に
お
け
る
福
祉
教
育
の
展
開
（
鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
作
成
資
料
，
1992年

）

さ
き
が

け
の

時
代

S．
28

～
　
八
i
り
乏
郡
社
協

に
よ

る
「

社
会

細
祉

事
業

普
及

校
」

設
狙

1礫
＝
延
べ
8校

折
疋

　
　

　
　

　
（

対
泉

：
；

P
学
校

，
指

《
L
期

間
3
1：

，
毎

年
1万

日
助

成
）

　
　
　
　
　
＊
た
だ
し
，
S．

3］
．

2　
郡

社
協

の
統

合
に

よ
り

狙
疋

中
止

S
．

44
・

45
県

祖
二

会
福

祉
大
会

で
「

社
今

福
祉

を
高

め
る

た
め

の
教

亘
を

ど
の
よ

う
に

進
め

る
か

」
を

研
究

日
1｛

　
　

　
　

余
で

取
ヒ

げ
“

∫
義

，
福

祉
教

育
推

進
を

決
議

。

S、
媚
　
　
県
社
協
で
は
神
．
糞
川

～
ド

の
兎

践
を

視
察

・
活

勤
紹

介
の

1｛
冊

子
を

発
行

S，
48～

　
米

寸
市

伴
『

1
［

教
育
モ
デ
ル
校
指
定
事
業
を
ぴ
始

S．
50～

　
境

港
市

・
東

伯
町

餐
1
二
協
で
指
疋
∬
業
を
開
始

S，
5］

～
　
倉
≡
市
祉
協
で
指

定
1
礫

を
開

始

県
社
協

に
よ

る
推

進
（

途
Ψ

か
ら

市
町

村
独

自
の

指
定

q董
業

も
ふ

え
て

く
る

）

S，
51

～
5
3
県
民
社
会
福
祉

大
会

で
「

福
祉

の
心

を
1
∫

て
よ

う
］

を
テ

ー
マ

に
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

　
　
　
S
．
5
1大

会
で
は
ヂ

社
会

福
祉

と
弓

校
教

育
］

を
討

議
。

そ
の

結
果
52年

度
か
ら
緬
祉
教
論
推
進

　
　
　
　
事
業
に
戸
手
。

［
第

1｝
田

］
S．

52
～

54

　
（
D
　
「
布
掘
：
の
教
育
研

究
協

ク
」

校
」

設
置

＝
1
校

1
0
万

円
助

成
×

3
川
1，

（
小
3・

中
3校

拓
疋
）
及
び

　
　
研
究
協
力
校
連
絡
会

（
午
2
日
）
の
開
催

　
（
2
）
ぷ
祉
教
育
夷
践
校
研

究
協

議
会

の
開

催
（

年
1
日

，
1日

，
罫

例
発

表
・
講
演
）

　
（

3）
福

祉
教

育
教

材
編

黎
委

員
会

の
設

欝
（

委
員

7
名

，
延

べ
］

3回
，

他
視

察
）

　
　
　
S
，
5
5．

2
　
㌔
祉

教
育
教
材
fと

も
に
Lき

る
」
発
f∫

（
メ
情
：

小
4年

生
以

．
1二

，
A5版

，
95

　
　
頁
）

　
（

4）
福

羅
：

教
W推

進
懇

談
会
の
1月

1
催
（
委
員
1
3名

∵
各
界
f鴛

表
，
年
2
｜

D

［
第
2
其
旧
S
．
5
5～

57

　
（
1
）
　
「
福
祉
の
教
育
研

♪
協

力
校

」
（

小
4
・

中
3
・

高
2校

指
疋

）
，

協
力
校
連
絡
会
の
開
催

　
（

2｝
福

祉
教

↓
」

夫
践
校

研
洗

協
議

会
0）

開
催

（
弔

1図
，

1泊
2日

，
分

科
会

・
全

体
会

・
講

演
）

　
（
3
）
福
祉
教
育
研
究
委
員

会
の

設
鷺

（
委

ハ
1
3名

，
全

体
会

4日
，

部
会

等
26［

D

　
　
　
S
．
56

．
　
匿
細
二
に
関

す
る

意
識

・
夕

ξ
態

調
査

」
θ

）
弐

施
（

小
・

中
・
r，

5の
り
己
童
・
生
徒
・
教
員
）

　
　
　
S
．
5
8
．
31
福
祉
教
育
一
実
践
の
手
引
き
一
」
発
行
（
対
泉
：
教
員

，
135版

，
139頁

）

　
（

4）
福

祉
教

育
推

進
懇
談

会
の

開
催

（
姿

貝
M名

±
各

・
界

代
表

，
年

2日
）

［
第

3
其
月
〕
　
S．

　
5
8～

6
1

　
（

1）
　

「
緬

祉
の

教
育

研
尭

協
力

校
」

（
小

3
・

q1
3
・

高
2校

指
定

）
，

協
力

校
連

絡
会

の
拐

胤

　
（

2）
福

祉
教

育
実

践
校

研
究
協
；
，
艮
会
の
開
催
（
年
正
田
，
2日

間
，
分
科

会
・

全
体

会
・

講
演

，
等

）

　
　
通
産
㍗
』
91司

ま
で
。
参
力
1渚

拡
大
＝
教
見
，

県
・
市
lli∫

村
教
委
，
役
場
職
貝
，
対
協
関
係
者
他
。

（
3）

S．
60．

7国
際
青
年
年
事
業
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
体

験
氷

業
を

閲
始

（
施

設
で

の
体

験
学

　
］

し
㌔

夏
休

み
，

田
14川

1と
し

て
2次

に
わ
け

て
。

事
前

ぷ
響

，
報

㌣
・

反
古

会
，

文
集

刊
行

，
商

　
校

生
か

ら
次

嘉
に

中
与

生
へ

も
参

加
広

が
る

。
）

く
4）

‘
祉

教
育

資
料

作
成

委
よ

会
の

設
固

（
姿

縫
9二

名
，
全
体
会
71i，

糠
i弼

委
パ
長
会
2：

lD

　
　

S．
61．

3学
響

読
本

「
ひ

と
力

週
Yて

い
る

」
発

行
（

対
象

：
卜

3以
上

・
…

一
般

，
135版

，
74

　
頁
）

　
　

S．
62．

3同
，

ビ
の

教
師

用
手

日
導

参
考

資
料
を
発
行
（
対
ポ
：
教
貝
，
B5版

，
67頁

）

（
5）

τ
祉
教
亘
推
進
懇
談
会
の
翻
催
（
委
力
124三

各
外

代
表

，
年

2L）
D

［
第
4］

酬
］
S．

6］
～
63

　
（

1）
　

「
福

祉
の

教
育

研
究

協
力

校
1（

中
2・

高
4校

㌔
走
）
，
協
力
校
連
絡
会
の
開
催

　
（
2）

書
祉
教
育
研
究
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
年
1日

，
2日

間
，

分
科

会
・

全
体

会
・

講
演

，
他

）

　
　

　
福

祉
教

日
良

践
校

研
究

協
議

会
を

内
谷

五
．

だ
・
発
展
さ
せ
，
さ
ら
に
餐
灘
二
施
，
ぷ
職
L↑

，
PTA，

な
ら

　
　
び
に
テ
ど
も
く
育
成
関
係
者
，
公
氏
館
関
係
者
等

も
加

え
る

。

　
｛

3）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
体

験
事

業
の

夫
施

（
施

設
で
の
体
験
判
響
，
夏
休
み
41i間

を
2引

，
　
il絞

．
1三

・

　
　

叶
ぷ

仁
，

：
1汕

；
；

騨
㌧

報
告

・
反

省
会

，
文

集
判
行
）

（
勾
　
福
祉
教
目
研
究
委
員
会
θ
）
］
kパ

（
姿
黄
1
2名

，
委
鍍
会
5日

）

　
・
愉
li：

活
動
広
報
（
壁
瑠
1聞

　
年
正
回
作
成
）

　
・

広
報

紙
「

愛
の

輸
」

（
S。

59．
9創

刊
，

福
祉

全
般

，
年

馴
1，

B5版
8頁

，
全

県
配

布
）

に

　
　

は
，

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
福

祉
教

育
等

，
随
時
紹
介
。

［
第
5蜘

｝
1．

1～

　
（
D　

福
祉
敦
了
］
推
進
校
設
置

　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ

ノ
ノ

〃ノ
ノ

ノ
ノ

II，
］
～
3年

度
（
7中

（
了
校
区
（
ノ
i・

19校
）
・
高
6校

1【
疋
，
32校

）

II．
2～

4年
度

（
7中

〉
校
区
（
ノ
］
、
18校

）
・
ilj？

校
tl定

，
32校

）

II．
3～

5年
度
（

3中
学

校
区

（
ノ

1・
8校

）
・

高
5校

㌔
走

，
16校

）

｝
1．

4～
6｛

渡
（

7中
学

校
区

（
小

21校
）

・
高

4校
指

定
，

32校
）

H．
5～

7年
度
（

7中
学

校
区

（
小

2］
校

）
・

高
4校

指
足

，
32校

）

1｛
．
6～

8年
度

（
5中

学
校

区
（

小
22校

）
・

高
5校

指
定

，
32校

）

　
　

＊
6祉

教
｜

∫
推

進
校

連
絡

会
の

湖
催

（
指
定
年
度
811，

各
1回

）

②
　
福
祉
教
育
研
尭
セ
ミ
ナ
ー
の
レ
d催

（
年
1回

，
2日

問
，

分
科

会
・

全
体

会
・

講
演

，
等

）

（
3｝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
汀
業
0）

実
施
（

施
設

で
の

体
験

学
習

ち
夏

休
み

4rl間
を

2回
、

及
び

障

　
害

児
（

者
）

療
育

キ
ャ

ン
プ

等
（

1泊
2iヨ

〉
へ
σ
）
参
加
）

（
4）

有
祉

教
育

辻
シ

協
議

会
の

開
催

（
姿

員
14名

一
各
界
代
表
，
年
］
～
2回

）

㈲
　
養
祉
教
育
研
究
姿
貝
会
の
設
縦
（
委
員
9名

，
委

員
会

年
4～

51」
）

　
　
福
祉
教
育
に
関
す
る
凋
査
研
究
及
び
資
料

の
作

成

伽聴司聴剛謙鱗vl令鐙ゆ司
日

お逡ω迦9



54
渡
部
　
昭
男
　
鳥
取
県
に
お
け
る
「
交
流
教
育
］
の
展
開

の
で
あ
り
，
『
福
祉
教
育
』
（
1
9
83年

）
に
は
交
流
学
習
が
実
践

事

例
と
し
て
掲
載
さ
れ
，
『
ひ
と
が
生
き
て
い
る
」
（
／
98

6年
）
に
は

「
障
害
者
問
題
を
考
え
る
」
の
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
第

四
に

，
市

町
村
社
協
を
中
心
と
し
て
，
交
流
教
育
を
学

校
教

育
活

動
に

限
定

せ
ず
，
社
会
教
育
や
地
域
福
祉
活
動
の
一
環
に
広

げ
て

展
開

し
う

る
素

地
が

整
え

ら
れ

た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
と

り
わ

け
，

倉
吉

市
及

び
そ

の
周

辺
の

町
村

か
ら

な
る

中
部

圏
域
は

，

県
立

倉
吉

養
護

学
校
と
の
交
流
が
活
発
で
あ
る
と
と
も
に
，

障
害

児
を

そ
の

居
住

す
る
市
町
村
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
気

運
が

強
い

。

m、
交

流
教

育
の

現
状

1
．

学
校

間
交

流

　
鳥

取
県

下
の

盲
・
聾
・
養
護
学
校
に
お
け
る
交
流
教
育
の

現
状

（
19
93
年

度
）

を
，
表
4
に
示
し
た
。
こ
れ
は
，
19
93
年
度

時
点

で
の
交
流
教
育
の
現
状
を
把
握
す
る
目
的
か
ら
，
鳥
取
県
下
の

盲
・

聾
・

養
護

学
校
9
校
を
対
象
に
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調

査
を
実
施
し
た
結

果
の
一
覧
で
あ
る
（
1
9
9
3
年
9月

実
施
，
9校

の
す
べ
て
か
ら
回

収
）
。
現
在
実
施
さ
て
い
る
交
流
教
育
は
，
学

校

間
交

流
，

地
域

交
流
，
居
住
地
校
交
流
の
大
き
く
3つ

に
区
分
し

う
る
。

　
第

一
は

，
学

校
間
交
流
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
文

部
省

に
よ

る
心

身
障

害
児
理
解
推
進
校
の
指
定
や
，
社
会
福
祉
協
議
会

に
よ

る
福

祉
教

育
校

の
指

定
を

受
け

て
広

が
っ

た
側

面
も

あ
る
こ

と
か

ら
，

指
定

校
交

流
と

も
呼

ば
れ

る
。

盲
・

聾
・

養
護

学
校
と

小
学

校
，

中
学

校
，

高
等

学
校

，
幼

稚
園

・
保

育
所

な
ど

と
が

，

学
校

債
を

含
む

）
同
士
で
交
流
し
合
う
も
の
で
あ
る
。

　
学

校
間

交
流

は
，
9
校
の
す
べ
て
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。

そ
し

て
，

鳥
取

県
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
は
，
文
部
省
の

指
定

対
象

で
あ

る
小

・
中
学
校
の
範
囲
を
越
え
て
の
学
校
間
交
流
が
み

ら
れ

る
こ

と
で

あ
る

（
表

の
。

す
な

わ
ち

，
幼

稚
園

・
保

育
所
，

精
神

薄
弱

児
通

園
施
設
と
い
っ
た
就
学
前
の
諸
機
関
と
交
流
し
て

い
る

の
は

4校
（
鰻
％
）
，
高
等
学
校
と
交
流
し
て
い
る
の
は
6校

（
6
7
％

）
で

あ
っ

た
。

ま
た

，
盲

・
聾

・
養

護
学

校
間

に
お

い
て

も
，

連
合

運
動

会
や
高
等
部
交
流
運
動
会
な
ど
の
全
体
行
事

以
外

に
，

鳥
取

養
護

学
校
と
盲
学
校
及
び
白
兎
養
護
学
校
と
の
学

校
間

交
流
が
み
ら
れ
た
。

　
表
4
に
は
掲
載

し
て
い
な
い
が
，
具
体
的
な
学
校
名
と
交

流
回

数
を

み
る

と
，

こ
れ
ま
で
に
文
部
省
及
び
鳥
取
県
か
ら
心
身
障
害

児
理

解
推

進
校

と
し
て
指
定
を
受
け
た
1
0校

の
す
べ
て
が
交

流
を

継
続

し
て

い
る

。
む
し
ろ
，
指
定
を
受
け
る
以
前
か
ら
交
流
教
育

が
始

め
ら

れ
て

い
た

ケ
ー

ス
が

少
な

く
な

い
。

な
お

，
交

流
校
は

，

倉
吉

養
護

学
校

を
除
い
て
，
指
定
校
を
中
心
に
比
較
的
限
定
さ
れ

た
校

数
に

と
ど

め
ら

れ
て

い
る

。

2．
地
域
交
流

　
第
二
は
，
地
域
交
流
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
文
部
省
の

心
身
障
害
児
交
流
活
動
地
域
推
進
研
究
校
の
指
定
の
趣
旨
に
あ
る

よ
う
に
，
盲
・
聾
・
養
護
学
校
と
地
域
社
会
と
の
交
流
活
動
を
指

す
。

　
9校

の
う
ち
の
7校

で
実
施
さ
れ
て
い
る
（
表
4）

。
こ
れ
ま
で

指
定

を
受

け
た

3校
の

地
域

交
流

は
，

メ
ニ

ュ
ー

も
多

く
活

発
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
，
地
域
行
事
へ
の
参
加
，
公
民
館
祭
へ
の
出

品
，

学
校

行
事

へ
の

地
域

住
民

の
招

待
，

学
校

開
放

な
ど

が
あ

る
。

こ
の
他
に
も
，
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
有
す
る
専
門
的
機
能
を
生

か
し
て
の
「
あ
ん
ま
奉
仕
」
（
鳥
取
盲
学
校
）
，
作
業
学
習
・
バ
ザ
ー

学
習

の
一

環
と

し
て

高
等

部
の

農
園

芸
で

の
作

物
を

販
売

す
る

⊆
ふ

れ
あ

い
市

」
（

白
兎

養
護

学
校

）
，

ク
ラ

ブ
活

動
の

一
環

と
し

て
の

写
真

ク
ラ

ブ
や

モ
ダ

ン
ダ

ン
ス

の
活

動
（

鳥
取

聾
学

校
）

・
無

線
ク

ラ
ブ

の
活

動
（

皆
生

養
護

学
校

）
，

寄
宿

舎
の

舎
生

活
動

の
一

環
と
し
て
の
青
年
団
と
の
交
流
（
鳥
取
盲
学
校
）
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
。

3．
居
住
地
校
交
流

　
第

三
は

，
居

住
地

校
交

流
と

呼
称

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

。
盲

・

聾
・
養
護
学
校
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
が
居
住
し
て
い
る
居
住
地

の
幼
稚
園
・
保
育
所
，
小
学
校
，
中
学
校
な
ど
と
交
流
す
る
こ
と

か
ら

，
指

定
校

交
流

と
対

比
し

て
こ

の
よ

う
に

呼
ば

れ
る

。
ま

た
，

学
校
同
士
で
は
な
く
個
別
的
に
交
流
す
る
こ
と
か
ら
，
個
人
交
流

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
文
部
省
の
心
身
障
害
児
交
流
活
動
地
域
推
進
研
究
校
の
指
定
で

は
，

「
地

域
社

会
」

そ
の

も
の

の
定

義
を

行
わ

ず
，

多
義

的
な

解
釈

の
可

能
性

を
残

し
て

い
る

6｝
。

し
か

し
，

実
際

に
は

盲
・

聾
・

養
護

学
校
の
立
地
す
る
近
隣
を
「
地
域
」
と
す
る
研
究
例
が
多
い
。
こ

れ
に
対
し
て
，
鳥
取
県
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
等
の
居
住
地
を
も

「
地

域
」

に
含

め
て

交
流

教
育

が
展

開
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
，

注

目
に

値
す

る
。

　
居

住
地

校
交

流
は

，
神

戸
や

京
都

な
ど

で
も

試
み

ら
れ

て
い

た
η

。
鳥

取
県

で
は

，
1987年

度
に

県
立

鳥
取

聾
学

校
及

び
県

立
倉

吉
養

護
学

校
で

公
的

に
始

め
ら

れ
た

の
を

契
機

に
，

全
県

に
広

が
っ

た
。

そ
し

て
1993年

度
現

在
で

，
国

立
の

養
護

学
校

を
除

く

8校
す

べ
て

の
公

立
盲

・
聾

・
養

護
学

校
で

実
施

さ
れ

て
い

た
（

表

4）
。

　
居
住
地
校
交
流
に
つ
い
て
は
，
全
国
的
に
も
報
告
が
少
な
い
の

で
，
こ
こ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
記
さ
れ
た
7事

例
を
掲
げ
る
。

［
事
例
1］

　
盲

学
校

小
学

部
4年

生
（

女
）

。
全

盲
：

心
身

と
も

に
ほ

ぼ
学

年



鳥
取
大

学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

研
究

年
報

　
第

3号
　

1994年
3月

55

相
応
の
発
達
。
3
年
生
（
1
9
92
年

度
）
の
2
学
期
よ
り
，
毎
月
第

4
土

曜
日

に
居

住
地

の
小

学
校

に
通
学
し
て
い
る
（
鳥
取
盲
学
校

は
学
校
週
5
日
制
の
調
査
研
究
協

力
校
で
あ
り
，
毎
月
第
4
土
曜

B
も
休
み
）
。

本
児

は
統

合
保

育
の

経
験

を
有

し
て

お
り

，
居

住
地

校
に
は
友
人
も
い
て
，
小
学
部
3
年
生
か
ら
の
交
流
で
あ
っ
た
が

自
然
に
と

け
込

ん
で

い
る

。
保

護
者

が
毎

回
付

き
添

っ
て

い
る

が
，

関
係

機
関
の

協
力

体
制

も
良

好
で

，
本
児
も
学
習
面
で
の
意
識
づ

け
や
発
表

の
仕

方
な

ど
に

成
果

が
み

ら
れ

る
。

［
事
例
2］

　
聾
学
校

小
学

部
6年

生
（

男
）

。
鳥

取
謬

学
校

は
，

198
7
年

度
よ

り
毎

週
土
曜

日
に

居
住

地
校

で
学
習
す
る
「
土
曜
日
学
習
」
を
ス

タ
ー

ト
さ
せ

た
。

以
前

か
ら

幼
稚
部
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
を
小

学
部

段
階
で

も
継

続
し

た
い

と
い

う
保
護
者
の
強
い
願
い
か
ら
出

発
し
，
「

交
流

教
育

を
通

じ
て

，
本

校
児

童
と

地
域

社
会

の
児

童
と

の
友

入
関
係

を
持

続
さ

せ
る

と
と
も
に
，
健
聴
児
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

活
動

を
通

じ
て

，
本
校
児
童
の
言
語
力
の
一
層
の
紳

長
を

図
る

ヅ
と

い
う

ね
ら

い
で

行
わ
れ
て
い
る
。
本
児
も
，
週
1

回
の

土
曜
日

学
習

を
行

っ
て

い
る
。
そ
し
て
，
土
曜
日
学
習
が
契

機
と

な
っ

て
，

地
元

の
子

供
会

，
地
域
行
事
，
日
常
的
な
遊
び
で

の
交

流
が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た
。
相
手
校
と
は
，
低
学
年
時
は

月
2
回

，
中

・
高

学
年

時
は

月
1～

2
回
，
担
任
が
出
か
け
て
行
っ

て
連

絡
を

取
っ

て
き

た
。

ま
た

，
保
護
者
も
地
域
の
親
の
活
動
に

参
加
し
，
そ

の
状

況
を

学
校

側
と

連
絡

し
合

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

［
事
例
3
］

　
「
精
神

薄
弱

」
養

護
学

校
小

学
部

2
年

生
（

男
）

。
在

宅
訪

問
教

育
：

脳
性

マ
ヒ

，
小

頭
症

。
保

護
者
は
居
住
地
椥
こ
心
身
障
害
児

学
級

を
設

置
し

て
就

学
さ

せ
る

こ
と
を
強
く
希
望
し
て
お
り
，
過

渡
的
措
置
と

し
て

居
住

地
校

交
流

を
進

め
て

い
る

。
居

住
地

校
も

，

学
校

全
体

と
し

て
取

り
組

み
，

教
職
員
の
共
通
理
解
も
よ
く
，
自

校
の

児
童

と
位

置
づ

け
て

実
践

し
て
い
る
。
職
員
室
に
は
養
護
学

校
か

ら
の

訪
問

教
師

の
机

と
椅

子
が
，
教
室
に
は
本
児
の
机
と
椅

子
が
常
設
さ
れ
て
い
る
。
毎
週

3
日
間
登
校
し
，
訪
問
教
師
と
の

学
習
の
他
に

，
小

学
校

の
学

校
行
事

，
避

難
訓

練
，

プ
ー

ル
学

習
，

生
活

科
学

習
に

参
加

し
た

り
，

縦
割
グ
ル
ー
プ
で
遠
足
に
参
加
し

た
り

し
て

い
る

。
小

学
校

の
学

校
施
設
・
設
備
等
は
自
由
に
使
用

し
て

よ
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

［
事
例
4］

　
「
精
神

薄
弱

］
養

護
学

校
申

学
部

1
年

生
（

女
）

。
中

度
の

知
的

障
害

。
倉

吉
養

護
学

校
で

は
，

統
合
保
育
を
経
験
し
て
入
学
し
た

児
童

の
保
護

者
か

ら
の

強
い

要
望

を
受
け
て
，
19
87
年
度
か
ら
居

住
地
校
交

流
を

始
め

た
。

本
児

も
そ

の
一

人
で

あ
る

。
本

児
は

，

養
護

学
校
の

入
学

式
と

と
も

に
居

住
地
の
小
学
校
の
入
学
式
に
も

出
席

し
た

（
県

立
校

と
町

立
校

と
で
入
学
式
の
日
程
が
相
違
し
て

い
た

）
。

本
児

の
交

流
す

る
学

級
に
は
，
専
用
の
机
と
椅
子
が
あ

り
，
下
足
箱
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
小
学
1年

生
の
時
に
は
，
教

師
が
毎
朝
出
席
を
と
り
，
欠
席
の
場
劇
こ
は
他
の
児
童
が
「
養
護

学
校
で
す
」
と
返
事
を
し
，
交
流
の
場
合
に
は
出
席
扱
い
と
す
る

こ
と
や
，
養
護
学
校
に
は
当
時
な
か
っ
た
プ
ー
ル
の
利
用
，
花
の

栽
培
で
の
子
ど
も
た
ち
の
協
力
の
様
子
な
ど
が
新
聞
報
道
さ
れ
て

い
る

9）
。

小
学

校
か

ら
は

家
庭

訪
問

が
あ

っ
た

り
，

夏
休

み
の

ラ
ジ

オ
体
操
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
も
あ
る
。
交
流
回
数
を
学
年
別
に

み
る

と
，

小
学

部
1年

生
一

7回
（

他
に

小
学

校
の

交
流

学
級

の

養
護

学
校

訪
問

2回
）

，
2年

生
一

8回
（

同
4回

）
，

3年
生

一
6

回
（

同
3回

）
，

4隼
生

一
6回

（
同

3回
）

な
ど

で
あ

る
。

具
体

的
に

は
，

例
え

ば
6年

生
で

は
，

親
子

遠
足

，
廃

品
回

収
，

公
園

の
草

取
り

（
2回

）
，

運
動

会
，

町
民

運
動

会
，

社
会

科
見

学
，

音

楽
会
，
「
あ
り
が
と
う
6年

生
」
集
会
の
計
9回

の
交
流
に
出
か
け

て
い

る
。

教
科

学
習

へ
の

参
加

は
困

難
で

あ
る

が
，

学
校

行
事

，

学
級
活
動
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。
小
学
校
卒
業
後
も
，
居
住
地

校
交
流
は
中
学
校
に
継
続
さ
れ
て
い
る
。
交
流
は
，
学
校
間
の
事

前
の

打
ち

合
せ

に
よ

る
年

間
計

画
に

基
づ

い
て

行
わ

れ
て

お
り

，

原
則

と
し

て
保

護
者

同
伴

で
あ

る
。

［
事

例
5］

　
肢
体
不
自
由
養
護
学
校
小
学
部
4年

生
（
男
）
。
脳
性
マ
ヒ
（
痙

性
両

マ
ヒ

）
，

車
イ

ス
使

用
・

つ
た

い
歩

き
可

能
，

日
常

生
活

は
ほ

ぼ
自

立
，

第
4学

年
に

準
じ

た
教

育
課

程
で

学
習

。
隣

接
の

肢
体

不
自
由
児
施
設
に
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
入
所

中
。

年
間

計
画

に
基

づ
い

て
5回

（
運

動
会

，
音

楽
会

，
社

会
科

見
学

，
お

楽
し

み
会

，
親

子
研

修
）

の
交

流
を

実
施

。
例

え
ば

，

運
動
会
で
は
，
本
児
は
前
日
ま
で
弱
気
に
な
っ
て
消
極
的
で
あ
っ

た
が
，
学
校
間
の
事
前
の
連
絡
を
密
に
す
る
中
で
，
本
児
が
生
き

生
き
と
活
躍
で
き
る
場
を
配
慮
し
た
種
目
や
援
助
の
あ
り
方
の
検

討
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
，
当
日
は
喜
ん
で
参
加
で
き
た
。
そ
し

て
，

次
の

交
流

を
楽

し
み

に
待

つ
よ

う
に

な
っ

た
。

［
事

例
6］

　
病

弱
養

護
学

校
小

学
部

3年
生

（
男

）
。

重
複

学
級

（
通

学
）

：

脳
性

マ
ヒ

。
毎

月
1回

土
曜

日
に

，
居

住
地

校
に

出
か

け
て

3年

生
の
学
級
で
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
養
護
学
校
と
し
て
は
，
年
度

当
初
に
居
住
地
校
と
話
し
合
い
を
持
ち
，
共
通
理
解
を
図
っ
て
い

る
。
保
護
者
も
協
力
的
で
あ
り
，
登
下
校
に
つ
い
て
は
母
親
が
引

率
し

て
い

る
。

［
事

例
7］

　
病
弱
養
護
学
校
小
学
部
5年

生
（
男
）
。
ネ
フ
ロ
ー
一
ゼ
症
候
群
（
入

院
）

。
居

住
地

校
（

前
籍

校
）

の
学

級
の

PTAや
担

任
か

ら
誘

い

が
あ

っ
て

，
夏

休
み

の
学

級
PTA活

動
に

保
護

者
と

と
も

に
参

加
し

た
（

野
外

炊
飯

，
テ

ン
ト

張
り

等
の

見
学

）
。

垣



c

5
6

　
　
　
　
　
渡
部
　
昭
男
：
鳥
取
県

に
お

け
る

「
交

流
教

育
」

の
展

開

表
4
　
鳥
取
県
下
の
盲
・
璽
・
養
護

学
校
に
お
け
る
交
流
教
育
の
現
状
（
1993年

度
）

学
校
名

県
立
鳥
取
盲
学
校

県
立

鳥
取

聾
学

校
県

立
白

兎
養

護
学

校
（

精
薄

）
県
立
倉
吉
養
護
学
校
（
精
薄
）

所
　

在
　

地
n
　

　
　

　
立

剴
ｶ生

徒
数

ｳ職
員
数

　
　

岩
美

郡
国

府
町

@1910（
明
治
43）

年

ｬ学
部

9人
，

中
学

部
4人

s
剳
狽
P
2
人
，
専
攻
科
1
1人

@
教
員
3
6
人
，
職
員
20

人

　
　

岩
美

郡
国

府
町

@1910（
明
治

43）
年

c稚
部
9
人
，
小
学
部
15人

?
w部

6
人
，

高
等
部
16人

@教
員
4
2
人

，
職
員
9人

　
　

　
　

鳥
取

市

@1961（
昭
和
36）

年

ｬ学
部

31人
，

中
学

部
17人

s剳
狽

Q1人
，

訪
問

21入

@教
員
52人

，
職
員
7人

　
　
　
　
倉
吉
市

@1972（
昭

和
47）

年
ｬ学

部
24人

，
中

学
部

27入

s剳
狽
R1人

，
訪
問
2人

@教
員
46人

，
職
員
7人

　
　
　
　
　
　
　
「
教
育
方
針
」

@
　

　
　

　
　

②
集

団
生

活
で

の
適

応
能

力

@
　

　
　

　
　

態
度

を
育

て
る

た
め

，
健

常
@
　

　
　

　
　

児
及

び
健

常
者

と
の

交
流

教
交

流
教

育
の

　
　

　
　

　
　

育
を

推
進

し
，

併
せ

て
社

会
位

置
づ

け
　

　
　

　
　

　
的

自
立

に
向

け
て

の
資

質
を

@
　

　
　

　
　

養
う

。

@　
　

　
　

　
　

「
本

年
度

の
努

力
点

」

@
　

　
　

　
　

②
交

流
教

育
の

充
実

発
展

特
に

明
記

は
な

い

u
本

校
教

育
の
重
点
」

A…
…
社
会

人
と

し
て

の
資

ｿの
向
上
を
図

る
。

⑤
能

力

ﾆ適
性
に
応

じ
，
生
活
に
た

ｦ
得
る
聴
能
と

発
語

力
を

伸

ﾎ
し
…
…
な

ど
に

交
流

教
育

ﾌ
位
置
づ
け

が
う

か
が

え
る

徽
育

方
針

」

E…
…

心
身

障
害

児
に

対
す

髣
揄

�
ﾆ協

力
を

得
る

た
め

�
ｬ活

動
を

推
進

す
る

。

u本
年
度
努
力
点
」

A地
域

の
中

で
共

に
学

び
，

､に
生

き
る

交
流

活
動

，
居

Z地
域

の
障

害
児

理
解

と
啓

ｭに
努

め
る

。

「
本

年
度

の
重

点
」

D地
域

に
開

か
れ

た
学

校
づ

ｭり
の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
・
交
流
教
育
，
体
験
入
学
の

@充
実

と
学

校
開

放
の

推
進

E…
…

{設
，

家
庭

，
地

域

@福
祉

，
医

療
機

関
や

各
種

@団
体

と
の

連
携

交
流
教
育
の

ю
i
機
関

教
育

研
究

部

u目
標

」

B地
域
社
会
と
の
交
流
，
及

ﾑ
適
正
就
学
指
導
に
努
め
る

総
務

部

i交
流

手
続

及
び
啓
発
）

@2
人
一
幼
小
及
び
中
高
主

@　
　
　
事

�
ｬ
教
育
研

究
班
：
7人

@小
学
部
2人

，
中

学
部

2

@人
，
高
等
部

3人

同
和

教
育

部
：

9人
i交

流
・

福
祉

教
育

を
含

む
）

@小
学

部
3人

，
中

学
部

3

@入
，
高
等
部
2人

，
訪
問

@学
級
1人

交
流

担
当

者
会

：
6人

@小
学

部
4人

，
中

学
部

1

@人
，

高
等

部
1入

学
校

間
交

流

ﾌ相
手
校

小
学
校
2
校

?w校
（

1）
校

s刳
w校

1校
{護

学
校
1校

小
学
校
1
校

?w校
1校

i高
等
学
校

）

保
育

所
1園

　
　

　
　

　
　

幼
稚

園
・

保
育

所
4園

ｬ学
校
2校

　
　
　
　
　
　
小
学
部
22校

?w校
1校

　
　

　
　

　
　

　
中

学
部

6校

s刳
w校

］
校

　
　

　
　

　
　

高
等

学
校

5校

{護
学
校
1校

地
域

交
流

・
町
文
化
祭
へ
の
出
品

E町
婦
人
会
等
を
「
あ
ん
ま

@奉
仕
と
盲
学
校
見
学
会
」

@に
招
待

E町
青
年
団
と
寄
宿
舎
と
の

@交
流

u
寄

宿
舎

の
本

年
度

の
努

力

_」

D地
域

に
住

む
者

と
し

て
，

装
{
町
青
年
団
と
の
交
流
を

[め
る
。

・
郡

の
水
泳

大
会

及
び

陸
上

｣技
大

会
へ

の
出

場
（

小
w
部

）

E
町
の
水
泳

大
会
へ
の
出
場

@
（
小
・
中

学
部

）

E
町
の
文
化

祭
へ
の
出
品

E
学
校
祭
の

公
開
（
地
区
へ

ﾌ案
内

配
布
・
作
贔
交
流
）

・
地
区
と
の
交
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

w人
会

と
の

交
流

（
小

学

煤
j

V人
ク

ラ
ブ

と
の

交
流

@（
中

学
部

）

ﾓれ
あ

い
市

（
高

等
部

）

Rー
ラ

ス
グ

ル
ー

プ
と

の

�
ｬ（

訪
問

学
級

）

q供
会

へ
の

参
加

　
等

E「
交
流
活
動
の
お
さ
そ
い
」

ﾌ案
内

紙
の

配
布

E清
掃
活
動
・
プ
ル
タ
ブ
回

禔
@　

　
　

　
　

　
　

な
ど

居
住
地
校
と

ﾌ個
人

交
流

小
学
部
1
入

幼
稚
部
6
人

ｬ学
部

7人
E学

部
1人

小
学

部
6人

（
重

複
学

級
1小

学
部

8人
（

重
複

学
級

5
l，

訪
問
学
級
2人

を
含
む
）
人
，
訪
問
学
級
2人

を
含
む
）

@　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
部
3人

　
　

　
　

　
　

な
し

�
ｬ通

信
・

ﾜと
め
冊
子

学
校
紀
要
§
龍
文
」
に
収
録

学
校

紀
要

に
収

録

ﾄ内
紙

「
末

恒
地

区
の

皆
様

ﾖ」
年
1回

ぎ
交

流
教

育
の

あ
ゆ

み
』

u交
流

だ
よ

り
」

年
1回

ﾎ流
通
信
」
年
3回

注
1）

郵
送

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
作
成
（
1993年

9月
実
施
）



鳥
取
大

学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

研
究

年
報

　
第

3号
　

1994年
3月

57

県
立
米
子
養
護
学
校
（
精
薄
）

県
立

皆
生
養
護
学
校
（
肢
体
）

県
立
鳥
取
養
護
学
校
（
病
弱
）

η
泣
米
子
養
護
学
校
（
病
弱
）

鳥
大
附
属
養
護
学
校
（
精
薄
）

米
子

市
米

子
市

鳥
取

市
米

子
市

鳥
取

市

19
78

（
昭

和
53

）
年

1
9
63（

昭
和
38）

年
］
975（

昭
和
50

）
年

1962（
昭
和
37）

年
1978（

昭
和
53）

年

小
学
部
30人

，
中

学
部

2」
人

幼
稚

部
5人

，
小
学
部
45

人
小
学
部
1
9人

，
中
学

灘
1人

小
学

部
8人

，
中

学
部

8人
小

学
部

14人
，

中
学

部
21人

高
等
部
3
1
人
，
訪
問
2
人

中
学
部

19
人

，
高

等
部

30人
高

等
部

27人

教
員
39
人
，
職
員
7人

教
員
6
9
人
，
職
員
8
入

教
員

2
9
人

，
職

員
5人

教
員

13人
，

職
員

3人
教

員
28人

，
職

員
3人

「
本

年
度
の

努
力

点
」

「
本

年
度

の
努

力
目

標
」

「
本

年
度

の
努

力
点
」

「
本

年
度

学
校

経
営

の
重

特
に

明
記

は
な

い

④
心

身
障
害

児
教

育
の

啓
①

研
究
と
実
践

⑦
交
流
教
育
・
地
域
交
流

点
］

発
活
動

の
推

進
㈲

養
護
・
訓
練
，
交
流
教

の
推
進

③
交
流
教
育
の
推
進

・
適
正
就
学

の
た

め
の

体
育
，
人
権
教
育
の
研
究

⑧
福
祉
教
育
の
推
進

験
入
学
の

充
実

と
実

践

・
交
流
教

育
・

交
流

活
動

④
提

携
の
強
化

i
の
推
進

（
2）

地
域
・
諸
関
係
機
関
と

i
・
地
域
社

会
へ

「
開

か
れ

の
提

携
の

強
化

i

た
学
校

」
の

啓
発

交
流
学
習
委
員
会
：
7
人

学
校

間
交

流
：

9人
総

務
部

：
4人

交
流
推
進
委
員
会

教
務

部
：

6人

校
長

，
教

頭
，

教
務

主
指
導
部
長
，
学
部
主
事

校
長
，
教
頭
，
小
学
部

小
学

部
：

5人
教

務
主

任
，

小
学

部
1

任
，
交

流
学
習
主
任
，

小
学

部
3
人

，
中

・
高

主
事
，
中
学
部
主

事
校
長
，
教
頭
，
教
務
主

人
，

中
学

部
2人

，
高

小
・

中
・

高
等

部
各

1
各

2人
任
，
小
学
部
主
事
，
担

等
部
2人

人
地

域
交

流
：

4
人

当
者

児
童

生
徒

会
活

動
：

3人

指
導
部
（

交
流
学
習
）
：
5

指
導
部
長
，
各
学
部
1

中
学

部
：

5人
小
・
中
・
高
等
部
各
1

人
人

校
長
，
教
頭
，
教
務
主

人

小
・
中
各

2
人

，
高

1
個

人
交

流
：

6
人

任
，
中
学
部
主
事
，
担

人
指

導
部
長
，
学
部
主
事

当
者

小
・

中
学

部
各

2
人

1保
育
所
1園

精
神

薄
弱

児
通

園
施

設
ほ

剰

小
学

校
4
校

小
学

校
3
校

小
学
校
2校

小
学
校
1校

小
学

校
3校

（
附

眉
小

を
含

む
）

中
学
校
2校

中
学

校
2
校

中
学

校
2
校

中
学
校
1校

高
等
学
校

1
校

高
等

学
校

1
校

高
等

学
校

1校
盲
学
校
1校

，
養
護
学
校
1校

学
校

祭
（

け
ん
べ
い
祭
）

・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

・
地

区
公

民
館

の
文

化
祭

な
し

・
学

校
行

事
へ

の
招

待

で
の
学
校

開
放

野
外
学
習
交
流
（
高
等

に
出

品
運
動
会
，
学
習
発
表
会

部
）

納
涼

祭

・
地

区
運

動
会

へ
の

参
加

仲
・
高
等
部
）

・
無
線

ク
ラ

ブ
の

地
域

行

事
へ

の
参

加
（

高
等

部
）

・
地
区
か
ら
の
来
校

・
地
区

夏
祭

り
，

敬
老

会

・
ク

ラ
ブ
活
動
紹
介

・
公

民
館
祭
へ
の
出
品

小
学
部
2人

（
重
複
学
級

小
学

部
10
人
（
重
複
学
級

小
学
部
2人

（
重
複
学

級
小
学
部
2人

な
し

1
人
を
含
む
）

5人
を

含
む

）
1人

を
含

む
）

中
学

部
（
重
複
学
級
）
2人

「
交
流
通
信

」
年

3回
ぎ

小
学
部
　
な
か
ま
』
年

な
し

な
し

「
交

流
だ

よ
り

」
（

小
学

1
回

部
）

年
5～

6回
討
中

学
部

　
交

流
文

集
』

年
1
回



§
8

渡
部
　
昭
男
　
鳥
取
県
に
お
け
る
「
交
流
教
育
］
の
展
開

4
．
成
果
と
課
題

　
盲

・
聾

・
養

護
学
校
の
交
流
教
育
担
当
者
が
捉
え
た
交
流
教
育

の
成
果
と
課
題
に
つ

い
て
，
整
理
す
る
。

　
学

校
間

交
流

に
つ
い
て
，
交
流
校
数
は
「
適
切
で
あ
る
」
と
し

た
学

校
が

7
校

（
78
％

）
あ

っ
た

の
に

対
し

て
，

「
ど

ち
ら

か
と
い

う
と

，
交

流
校

が
多

す
ぎ

る
」

と
し

た
学

校
が

1
校

（
11％

）
，

学

部
に

よ
っ

て
異

な
る
（

小
学

部
一

多
す

ぎ
る

，
中

学
部

～
適

切
，

高
等

部
一

少
な

す
ぎ
る
）
と
し
た
学
校
が
1
校
（
11％

）
あ
っ
た
。

ま
た
，
交
流
教
育
の
成
果
に
つ
い
て
は
，
⊆
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
，

交
流
教
育
の
深
ま
り

に
成
果
が
み
ら
れ
る
」
が
5校

（
56％

）
，
「
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
，

交
流

教
育

の
広

が
り

に
成

果
が

み
ら

れ
る

」

が
2校

（
22

％
）

，
「

交
流

教
育

の
深

ま
り

と
広

が
り

の
双

方
と

も

に
成
果
が
み
ら
れ
る

」
が
1
校
（
ヱ
1
％
）
，
交
流
に
よ
っ
て
異
な
る

（
学

校
間

交
流

一
深

ま
り

，
地

域
交

流
一

深
ま

り
と

広
が

り
の
双

方
）

と
し

た
の

が
1
校
（
11
％
）
で
あ
っ
た
。

　
具

体
的

な
記

述
は
次

の
よ

う
で

あ
る

。
全

般
的

に
は

，
「

健
常

者

に
対
し
て
物
お
じ
せ
ず
に
堂
々
と
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た

（
特
に
中
学
部
・
高

等
部

で
の

部
活

動
を

通
し

て
の

交
流

時
）

」
「

行

事
等

の
交

流
で

あ
っ
た
も
の
が
，
学
習
・
給
食
・
掃
除
等
と
交

流

内
容

の
わ

く
が

広
が

り
つ

つ
あ

る
」

と
い

っ
た

成
果

が
み

ら
れ

る
。

一
方

で
，

「
学

校
間

交
流

に
お

い
て

相
手

生
徒

と
1回

き
り

の
交

流

が
ほ

と
ん

ど
で

深
ま
り
に
欠
け
る
気
が
す
る
」
と
い
う
課
題
も

示

さ
れ

て
い

る
。

学
校
間
交
流
の
場
合
に
は
，
健
常
児
側
の
障
害

児

理
解

の
推

進
と

い
う
課
題
は
明
確
に
あ
る
も
の
の
，
障
害
児
側

の

個
々

に
応

じ
た

課
題

の
設

定
が

難
し

い
側

面
が

あ
る

。
ま

た
，

「
小

学
部

高
学

年
・

中
学
部
と
な
る
と
受
け
入
れ
校
が
な
く
，
現
在

交

流
し

て
い

る
子

た
ち

も
中

学
校

進
学

が
大

き
な

壁
に

な
る

］
「

小
学

校
と

は
比

較
的

交
流
が
し
や
す
く
深
ま
り
も
み
ら
れ
る
が
，
中

学

校
は

難
し

い
面

が
あ
る
」
と
，
進
級
・
進
学
と
と
も
に
交
流
の

困

難
を
訴
え
る
記
述
が
み
ら
れ
た
。

　
地

域
交

流
に

っ
い
て

み
る

と
，

「
地

域
の

方
々

と
自

然
に

気
軽

に

挨
拶

・
会

話
が

で
き

だ
し

た
」

「
障

害
を

も
つ

子
た

ち
の

よ
さ

に
気

づ
き

，
理

解
や

認
識

が
深

ま
り

つ
つ

あ
る

」
と

い
う

成
果

と
と

も

に
，
「
老
人
ク
ラ
ブ

，
婦
人
会
，
公
民
館
等
の
団
体
が
交
流
対
象

と

な
る

と
や

り
や

す
い
面
が
あ
る
が
，
い
つ
ま
で
も
そ
う
だ
と
一

般

へ
浸

透
し

に
く

く
，
み
ん
な
の
も
の
に
な
り
に
く
い
」
と
い
う

指

摘
も
み
ら
れ
た
。

　
居

住
地

校
交

流
に
つ
い
て
み
る
と
，
例
え
ば
病
弱
養
護
学
校
の

場
合

に
は

，
「

前
籍

校
復

帰
前

に
試

験
通

学
を

行
っ

て
い

る
が

，
本

人
は

自
信

を
も

ち
，
学
校
も
安
心
し
て
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

て

い
る
」
と
い
う
成
果
の
反
面
で
，
「
不
登
校
の
生
徒
の
場
合
，
交

流

が
か

え
っ

て
精

神
的

不
安

定
を

ひ
き

起
こ

す
場

合
も

あ
る

」
と

さ

れ
，

個
々

の
ケ

ー
ス
に
即
し
て
慎
重
に
交
流
教
育
が
進
め
ら
れ
る

必
要
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
，
「
ど
の
子
も
交
流
す
る
に
は

，

現
在

の
教

員
数

で
は

無
理

が
あ

る
］

「
居

住
地

域
と

の
交

流
活

動
を

も
う

一
歩

地
域

住
民

を
巻

き
込

ん
だ

も
の

へ
と

広
げ

て
い

く
こ

と

が
課

題
」

と
い

う
記

述
も

あ
っ

た
。

IV．
学
校
間
交
流
の
実
践
的
課
題

1．
障
害
児
理
解
推
進
の
一
方
途
と
し
て
の
学
校
間
交
流

　
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
た
課
題
の
内
，
交
流
教
育
の
中
で
こ
れ
ま

で
中
心
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
学
校
闘
交
流
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討

し
て

み
よ

う
。

　
学
校
間
交
流
は
，
鳥
取
県
で
も
II章

で
述
べ
た
よ
う
に
心
身
障

害
児
理
解
推
進
校
や
福
祉
教
育
校
を
指
定
す
る
施
策
の
中
で
広
が

り
を

見
せ

て
き

た
。

し
か

し
，

盲
’

聾
・

養
護

学
校

数
の

少
な

い

鳥
取
県
に
あ
っ
て
は
，
学
校
間
交
流
の
広
が
り
は
盲
・
聾
・
養
護

学
校
1校

あ
た
り
の
交
流
校
数
の
増
加
を
招
く
こ
と
と
な
る
。
ひ

い
て
は
，
交
流
す
る
小
・
中
学
校
1校

あ
た
り
の
交
流
回
数
の
減

少
（
極
端
な
場
合
に
は
1回

き
り
の
交
流
）
を
き
た
し
，
深
ま
り

が
追
求
で
き
な
い
と
い
う
悩
み
に
も
通
じ
る
。
盲
・
聾
・
養
護
学

校
数
の
少
な
い
鳥
取
県
に
お
い
て
は
，
心
身
障
害
児
理
解
推
進
校

の
指
定
研
究
を
こ
れ
ま
で
主
に
盲
・
聾
・
養
護
学
校
と
の
学
校
間

交
流

と
し

て
実

践
し

て
き

た
こ

と
を

再
考

す
べ

き
時

期
に

あ
ろ

う
。

　
す
な
わ
ち
，
心
身
障
害
児
理
解
推
進
校
指
定
要
項
は
，
研
究
課

題
と
し
て
「
小
学
校
及
び
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
，
心
身
障
害
児

に
対

す
る

正
し

い
理

解
と

認
識

を
深

め
さ

せ
る

た
め

に
，

例
え

ば
，

盲
学
校
，
謬
学
校
及
び
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
と
の
交
流
の
在
り

方
な
ど
，
地
域
や
学
校
の
実
態
に
即
し
た
具
体
的
な
主
題
を
推
進

校
が
設
定
す
る
」
と
し
て
，
盲
・
聾
・
養
護
学
校
を
例
示
し
て
い

る
に
過
ぎ
ず
，
盲
・
聾
・
養
護
学
校
と
の
学
校
間
交
流
を
特
定
し

て
は
い
な
い
。
従
っ
て
，
盲
・
聾
・
養
護
学
校
と
の
学
校
間
交
流

以
外
に
も
，
75条

学
級
（
鳥
取
県
に
お
い
て
は
心
身
障
害
児
学
級

と
呼

称
し

て
い

る
）

の
児

童
生

徒
と

の
交

流
や

，
通

常
の

学
級

に

在
籍
す
る
障
害
児
や
不
登
校
児
な
ど
特
別
な
教
育
的
配
慮
を
要
す

る
児
童
生
徒
に
対
す
る
正
し
い
理
解
・
認
識
の
形
成
を
図
る
と
い

う
方
途
も
あ
る
。
ま
た
，
仮
に
要
項
に
例
示
す
る
「
盲
学
校
，
灘

学
校
及
び
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
と
の
交
流
」
で
あ
っ
た
と
し
て

も
，
心
身
障
害
児
理
解
推
進
校
の
学
区
か
ら
盲
・
聾
・
養
護
学
校

に
通
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
が
い
れ
ば
，
居
住
地
校
交
流
に
よ
る

研
究

推
進

も
可

能
で

あ
る

。
今

後
は

，
「

心
身

障
害

児
理

解
推

進
＝

学
校

間
交

流
］

と
い

う
固

定
観

念
を

払
拭

し
，

「
地

域
や

学
校

の
実

態
に

即
し

た
」

様
々

な
対

象
と

形
態

に
よ

る
交

流
教

育
の

展
開

（
75

条
学
級
と
の
交
流
及
び
養
護
学
校
と
の
居
住
地
校
交
流
な
ど
，
幾

つ
か

の
交

流
教

育
の

組
み

合
わ

せ
も

あ
る

）
が

求
め

ら
れ

よ
う

。
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表
5
　

町
立

郡
家

東
小

学
校
と
県
立
鳥
取
聾
学
校
と
の
交
流
教
育
（
学
年
別
の
交
流
活
動
学
習
案
に
お
け
る
「
ね
ら
い
」
）

φ
第

1
学
年

命
第
4学

年

1　
主
　
題
　
名

　
　

な
か

よ
く

し
よ

う
ね

2　
ね
　
ら
　
い

一
ク
ッ
キ

ー
作

り
を

通
し

て
一

　
み
ん
な
で
一
緒
に
ク
ッ
キ

ー
を

作
る

活
動

を
通

し
て

な
か

よ
し

に
な

る
。

郡
家

東
小

学
校

○
聾
学
校
の
友
達
と
一
緒
に
い
ろ
ん

　
な
活
動

を
す
る
こ
と
を
楽
し
む
。

○
聾
学
校
の
友
達
の
話
を
う
な
ず
い

　
た
り
し

な
が
ら
し
っ
か
り
と
き
く
。

○
聾
学
校
の
友
達
に
進
ん
で
働
き
か

　
け
，
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

　
話
す
。

◆
第

2
学
年

1　
主
　
題
　
名

　
　

　
「

楽
し

く
遊

ぽ
う

」

2　
ね
　
ら
　
い

○
た

く
さ

ん
の

友
達

と
い

る
こ

と
を

　
楽
し
む
。

O郡
家

東
小

学
校

の
友

達
と

一
緒

に

　
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
で
き
る
。

○
友
達
の
働
き
か
け
を
受
け
と
め
よ

　
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
ご
っ
こ

遊
び

を
通

し
て

一

　
お
店
屋
さ
ん
の
ご
っ
こ
遊
び
を
適
し
て
，
1中

良
く
一
緒
に
活
動

す
る

遊
び

を
味

わ
う

。

郡
家

※
小

学
校

○
難
学
校
の
友
だ
ち
と
な
か
よ
く

　
っ

こ
遊

び
を

楽
し

む
。

（
）

聾
学

校
の

友
だ

ち
に

進
ん

で
働

き

　
か
け
，
わ
か
り
合
お
う
と
す
る
意

欲
を
も

つ
。

○
郡
家
東
小
学
校
の
大
勢
の
友
だ
ち

　
の

中
で

も
，

自
分

を
見

失
わ

ず
に

　
一
緒
に
ご
っ
こ
遊
び
を
楽
し
む
。

○
郡

家
東

小
学

校
の

友
だ

ち
の

問
い

　
カ

パ
ナ

や
｛

動
き

カ
ば

ナ
を

し
っ

カ
・

り
受

　
け

と
め

，
な

る
べ

く
相

手
に

わ
か

　
る
よ
う
に
話
そ
う
と
す
る
。

舎
第

3学
隼
（

自
校

内
の

7
5条

学
級
と
の
交
流
）

］
　

主
　

題
　

名

　
　
手
を
つ
な

ご
う

2　
ね
　
ら
　
い

一
か
ぼ
ち
ゃ
作

り
を

通
し

て
一

　
3年

生
と
東
雲
学
級
児
童

が
，

と
も

に
か

ぼ
ち

ゃ
を

育
て

語
り

合
う
中
で
お
た
が
い
の
良
さ

を
知

り
，

よ
り

深
い

友
情

を
育

て
る

こ
と
が
で
き
る
。

O
か

ぽ
ち
ゃ
を
育
て
な
が
ら
，
共
に

　
活

動
す

る
こ

と
の

喜
び

を
知

る
。

○
※
雲
学
級
児
意
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
収

穫
を
喜
び
，
共
に
楽
し
い
ひ
と
と

　
き

を
過

ご
す

こ
と

が
で

き
る

。

○
か

ぼ
ち

ゃ
作

り
を

き
っ

か
け

に
，

　
あ
ら
ゆ
る
生
活
場
面
で
よ
り
広
い

　
交
流
が
で
き
，
東
雲
学
級
児
章
と

仲
良

く
で
き
る
。

Oか
ぼ
ち
ゃ
の
水
や
り
や
観
察
を
通

　
し
て
，
植
物
へ
の
閤
心
を
高
め
，

　
文
章
表
現
力
を
培
う
。

03
年
生
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
て

大
勢

の
中

で
も

自
己

表
現

が
で

　
き

た
り

，
自

信
の

あ
る

行
動

が
で

　
き

る
。

（
）
3年

生
と
協
力
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
作

　
り
を
通
し
て
3年

生
と
の
連
帯
感

　
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
培
う
。

1　
主
　
題
　
名

　
　

　
「

心
を

つ
な

ご
う

」

2　
ね
　
ら
　
い

一
ふ
れ
合
い
ゲ
ー
ム
を
通
し
て

　
子
ど
も
達
の
発
想
を
生
か
し
た
楽
し
い
活
動
を
通
し
て
，
互
い

に
体
で
ぶ
つ
か
り
あ
い
，
言
葉
を
交
わ
し
合
い
な
が
ら
、
心
の
ふ

れ
あ
い
を
求
め
，
友
情
を
深
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

郡
家
東
小
学
校

○
聾
学
校
の
友
達
と
の
交
流
を
通
し

　
て

，
言

葉
を

交
わ

し
合

い
な

が
ら

，

　
心
の
ふ
れ
合
い
を
持
つ
こ
と
が
で

　
き
る
。

O相
手
の
園
を
見
て
，
口
形
を
は
っ

　
き
り
さ
せ
て
，
爵
学
校
の
友
達
と

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
。

○
聾

学
校

の
友

達
の

立
場

に
立

っ
て

，

　
口
形
を
見
な
が
ら
読
語
す
る
こ
と

　
の
難
し
さ
を
実
感
と
し
て
と
ら
え

　
る
。

命
第
5学

年

1　
主
　
題
　
名

　
　

　
「

友
情

の
輪

を
広

げ
よ

う
」

2　
ね
　
ら
　
い

（
フ
ま
謬
家
東
ノ
罫
0）

友
達
と
共
に
活
動
す

　
る
楽
し
さ
や
た
く
さ
ん
の
友
達
と

　
会

話
す

る
喜

び
を

味
わ

う
。

○
郡
家
東
小
の
友
達
の
話
し
か
け
・

働
き
か
け
を
受
け
と
め
，
積
極
的

　
に
参
力
nし

よ
う
と
す
る
。

○
郡
家
束
小
の
友
達
に
わ
か
っ
て
も

　
ら

え
る

よ
う

に
話

そ
う

と
し

た
り

，

　
郡
家
東
小
の
友
達
や
先
生
の
話
を

聞
い
て
素
早
く
行
動
し
た
り
す
る
。

一
ゲ
ー
ム
と
タ
コ
作
り
を
通
し
て
一

　
と
も
に
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
の
中
か
ら
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

の
難

し
さ

を
実

感
七

そ
れ

を
克

服
し

て
お

互
い

が
近
づ
き
合
い
，
よ
り
い
っ
そ
う
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
が

で
き

る
。

郡
家
東
小
学
校

○
今
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
，
ど
の

　
よ
う
な
交
流
が
で
き
る
の
か
を
考

　
え
，
実
り
あ
る
交
流
と
す
る
た
め

　
に
準
備
等
積
極
的
｝
こ
取
り
組
む
。

○
活
動
の
な
か
で
聾
学
校
の
友
達
と

進
ん
で
閤
わ
ろ
う
と
す
る
。

O今
回

の
交

流
を

振
り

返
り

，
次

回

　
の
交
流
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
す

　
る
惹
欲
を
も
つ
。

命
第
6学

年

1　
主
　
題
　
名

　
　

　
「
言
葉
を
交
わ
そ
う
．
1

2
　
ね

　
ら

　
い

○
今
ま
で
の
交
流
会
で
の
経
験
を
生

　
か
し
て
，
大
勢
で
楽
し
む
の
に
ふ

　
さ
わ
し
い
活
動
に
つ
い
て
考
え
る
。

（
）
相
手
の
話
を
わ
か
ろ
う
と
努
力
し
，

　
自
分
の
話
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
る

　
よ
う
努
め
る
。

○
集

団
に

参
加

し
て

楽
し

く
過

ご
し

，

　
次

の
交

流
会

に
期

待
を

も
っ

。

一
キ
ュ
ー
ド
ス
ピ
ー
チ
を
通
し
て
一

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
を
克
服
す
る
た
め
，
キ
ュ
ー

ド
ス
ピ
ー
チ
を
通
し
て
，
お
互
い
に
言
葉
を
交
わ
し
，
コ
ミ
ュ
＿

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
た
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

郡
家
東
小
学
校

O「
四
季
の
歌
」
の
季
話
の
練
習
と

　
キ

ュ
ー

ド
ス

ピ
ー

チ
の

練
習

に
，

　
学
校
や
家
庭
で
積
極
的
に
取
り
組

　
む

こ
と

が
で

き
る

。

O自
分
の
め
あ
て
を
持
っ
て
交
流
し
，

謬
学
校
の
友
達
と
進
ん
で
コ
ミ
ュ

　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で
き

　
る

。

（
）

郡
家

束
小

の
友

達
と

共
に

行
動

す

　
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
，
だ
れ
か
ら

　
の
働
き
か
け
で
も
受
け
と
め
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

O郡
家

東
小

の
友

遠
や

先
生

の
指

示

　
が
わ
か
っ
て
，
行
動
し
た
り
自
分

の
言
い
た
い
事
を
伝
え
た
り
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典

：
郡

家
東

小
学

校
『

輝
く

瞳
を

み
つ

め
て

（
第

1
0
号

）
一

心
身

障
害

児
理

解
教

育
特

集
一

』
1990年

）



6
0

渡
部
　
昭
男
　
鳥
取
県
に
お
け
る
「
交
流
教
育
」
の
展
開

2
．

教
育

課
題

の
明
確
化
に
よ
る
双
方
向
の
交
流

　
学

校
間

交
流

に
お

け
る
さ
ら
な
る
問
題
の
～
つ
は
，
交
流
教
育

に
お

け
る

教
育

課
題

の
設
定
が
安
易
に
な
り
や
す
い
と
い
う
こ

と

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

，
指
定
校
方
式
で
学
校
間
交
流
が
行
わ
れ

る

場
合

，
研

究
指

定
を
受

け
た

小
・

中
学

校
に

対
し

て
，

相
手

校
（

研

究
協
力
校
）
に
選
定
さ
れ
た
盲
・
聾
・
養
護
学
校
但
‖
は
と
も
す
る

と
受

身
に

な
り

や
す
い
。
相
手
校
と
し
て
の
選
定
が
2巡

目
以
降

に
な
る
と
，
と
り
わ
け
で
あ
る
。

　
ま

た
，

知
的

な
障

害
の
場
合
に
は
，
暦
年
齢
は
近
似
し
て
い
て

も
発

達
課

題
が

異
な
る
こ
と
か
ら
教
育
課
題
を
共
有
し
た
活
動
の

困
難

な
こ

と
が

多
く

，
障
害
児
側
の
教
育
課
題
が
曖
昧
な
ま
ま

交

流
教

育
が

進
め

ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
際
に
は
，
健

常

児
側

の
障

害
児

理
解

と
い
う
教
育
課
題
の
教
材
と
し
て
障
害
児

が

扱
わ

れ
て

い
る

よ
う

な
錯
覚
に
陥
り
，
学
校
間
交
流
は
小
・
中

学

校
側

か
ら

の
一

方
向
的

な
も

の
に

な
り

や
す

い
。

　
加

え
て

，
学

校
間

交
流
は
集
団
対
集
団
の
形
態
に
よ
る
交
流
の

た
め

に
，

個
別

の
教

育
課

題
が

不
明

確
で

あ
る

こ
と

が
多

い
。

　
こ

の
点

，
県

立
鳥

取
聾
学
校
（
小
学
部
）
と
郡
家
町
立
郡
家
東

小
学

校
と

の
交

流
は

，
よ
く
工
夫
さ
れ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
一
例

で
あ
ろ
う
1
°
）
。

　
両

校
の

交
流

は
，

198
4
年
度
に
同
和
教
育
強
調
学
習
の
一
環
と

し
て

郡
家

東
小

学
校
の
5年

生
が
鳥
取
聾
学
校
を
訪
問
交
流
し
た

こ
と

に
始

ま
る

。
当
初
は
5
年
生
だ
け
の
訪
問
交
流
に
留
ま
っ
て

い
た

が
，

19
86
年

度
に
鳥
取
聾
学
校
小
学
部
の
児
童
・
教
師
を

郡

家
東

小
学

校
に

招
い

て
七
夕
交
流
会
を
開
催
し
て
か
ら
，
学
校

間

交
流
に
発
展
し
た
。

　
そ

し
て

，
］

9
8
9～

1
990

年
度

に
郡

家
東

小
学

校
が

心
身

障
害

児

理
解

推
進

校
の

研
究
指
定
を
受
け
た
中
で
，
学
校
間
交
流
を
次
の

よ
う

に
発

展
さ

せ
，

整
理
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
，
学
校
間
交
流

に
は

児
童

同
士

の
直

接
交
流
と
文
通
や
作
品
交
換
等
に
よ
る
間
接

交
流

と
が

あ
り

，
直

接
交

流
は

学
年

・
学

級
交

流
，

全
校

交
流

，

代
表

交
流

を
組

み
合
わ

せ
て

展
開

さ
れ

た
。

学
年

・
学

級
交

流
は

，

研
究

指
定

の
後

口
99

1年
度

～
）

，
低

・
中

・
高

学
年

に
分

か
れ

て

の
グ

ル
ー

プ
交

流
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る
。
学
校
間
交
流
の
中

に
個

別
的

な
学

年
・

学
級
交
流
や
グ
ル
ー
プ
交
流
を
位
置
づ
け
る

こ
と

は
，

～
人

ひ
と
り
の
人
閲
（
子
ど
も
）
と
し
て
の
個
性
的
な

出
会

い
を

保
障

し
，
継

続
し

た
交

流
の

中
で

櫓
互

理
解

を
進

め
，

友
清

を
深

め
る

上
で

す
ぐ

れ
た

工
夫

で
あ

る
。

　
ま

た
，

例
え

ば
表

5に
示
す
よ
う
に
，
両
校
の
学
校
間
交
流
は
，

郡
家

東
小

学
校

だ
け

で
な
く
鳥
取
聾
学
校
の
児
童
に
つ
い
て
も

明

確
な

教
育

課
題

が
設

定
さ

れ
た

上
で

交
流

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

さ
ら

に
，

郡
家

東
小
学
校
で
は
，
鳥
取
聾
学
校
と
の
交
流
だ
け
で

な
く

，
自

校
内

の
7
5条

学
級
（
東
雲
学
級
）
と
の
交
流
を
も
き
ち

ん
と

位
置

づ
け

て
交

流
教

育
が

展
開

さ
れ

て
い

る
。

3．
小
・
中
学
生
の
発
達
に
応
じ
た
障
害
児
理
解
の
推
進

　
と
こ
ろ
で
，
学
校
間
交
流
に
お
け
る
健
常
児
側
の
障
害
児
理
解

と
い
う
教
育
課
題
は
一
見
明
確
な
よ
う
に
見
え
て
，
そ
の
教
育
的

な
方
法
は
実
に
曖
昧
で
あ
る
。
交
流
教
育
の
目
に
見
え
る
形
で
の

実
践
が
と
に
か
く
先
に
あ
り
き
で
，
障
害
児
理
解
を
達
成
す
る
た

め
の
交
流
教
育
の
教
育
的
な
組
織
の
あ
り
方
，
障
害
児
理
解
・
認

識
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
側
の
発
達
的
プ
ロ
セ
ス
と
指
導
の
あ
り

方
等

の
研

究
は

弱
い

。
す

な
わ

ち
，

文
部

・
省

に
よ

る
心

身
障

害
児

理
解

推
進

校
の

指
定

研
究

の
中

で
も

，
小

・
中

学
校

の
6～

15歳

と
い
う
9年

間
の
児
童
・
生
徒
の
年
齢
発
達
に
応
じ
て
，
ど
の
よ

う
に
障
害
児
理
解
を
進
め
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
解
明
し
た
研

究
成

果
は

少
な

い
。

と
も

す
る

と
，

「
障

害
児

を
差

別
し

て
は

な
ら

な
い

」
卜

障
害

児
を

理
解

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」

「
障

害
児

と
仲

良
く

な
ろ

う
」

と
い

う
建

前
が

先
行

し
が

ち
で

あ
る

。

　
そ
の
点
，
図
1に

あ
る
よ
う
な
，
健
常
児
側
の
障
害
児
理
解
の

深
ま
り
の
模
式
図
は
～
つ
の
参
考
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
，
京
都
府

　
③
工
ち
が
う
一
同
じ
だ
け
れ
ど
障
害
が
あ
る

　
「

障
害

の
こ

と
を

知
り

た
い

」
「

自
ら

の
障

害
に

対
す

る
悩

み
」

が

生
じ

，
自

ら
調

べ
た

り
，

「
障

害
の

話
」

「
障

害
児

者
の

悩
み

」
を

灘

　
学

習
す

る
中

で
「

同
じ

」
「

ち
が

う
」

と
い

う
対

立
が

生
ま

れ

る
。
そ
し
て
，
対
立
の
う
ず
の
中
で
「
同
じ
だ
け
れ
ど
も
障
害
が
あ

る
」

と
い

う
認

識
の

深
ま

り
へ

と
発

展
し

て
い

く
。

　
障

害
を

知
り

障
害

者
の

お
か

れ
て

い
る

現
状

を
見

っ
め

る
中

で
，

自
分
達
で
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
が
生
ま

れ
る
。
み
ず
か
ら
の
要
求
を
ま
と
め
，
仲
間
に
ぶ
つ
け
，
要
求
を
実

現
す
る
た
め
の
仲
間
を
作
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
，
単
に
自
分
の
要

求
だ
け
で
な
く
，
他
の
人
々
の
要
求
も
闘
き
出
す
中
で
，
よ
り
多
く

の
人
の
要
求
と
し
て
連
帯
し
，
実
現
の
た
め
の
努
力
と
宋
来
へ
の
展

望
を

獲
得

す
る

の
で

あ
る

。
こ

れ
ら

は
「

偏
見

」
や

「
差

別
意

識
」

の
問
題
を
教
育
的
に
と
り
あ
げ
る
揚
合
の
重
要
な
視
点
の
ひ
と
つ
と

な
る

べ
き

も
の

で
あ

る
。

図
1　

障
害
児
理
解
の
深
ま
り
の
模
式
図
（
1981年

，
小
出
）



鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ

ー
研

究
年

報
　

第
3号

　
1994年

3月
61

立
盲

・
褒

舞
鶴

分
校

と
高

野
小

学
校
と
の
「
共
同
教
育
」
の
実
践

（
1
971年

～
）
の
中
か
ら
提
起
さ
れ

た
仮

説
で

あ
る

n）
。

　
こ

の
仮

説
の

特
徴

の
第

一
は

，
障
害
児
理
解
に
お
い
て
，
第
①

の
「

同
じ

だ
］

と
い

う
レ

ベ
ル

に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
，
第
③

の
「

同
じ

だ
け

れ
ど

障
害

が
あ

る
」
と
い
う
レ
ベ
ル
に
深
め
る
必

要
が

示
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
特

徴
の

第
二

は
，

第
①

か
ら

第
③
の
レ
ベ
ル
へ
の
深
化
の
プ
ロ

セ
ス
は
，
素

朴
な

疑
問

を
大

き
く
ふ

く
ら

ま
せ

た
り

，
本

音
を

く

ぐ
ら

せ
る

中
で

，
児

童
の

成
長

・
発
達
に
即
し
て
ゆ
っ
く
り
と
了

寧
に

継
時

的
に

育
ま

れ
て

い
く

べ
き
こ
と
，
障
害
や
発
達
に
関
す

る
科

学
的

な
学

習
が

必
要

で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る

1
㌧

　
特

徴
の

第
三

は
，

第
③

ま
で

の
障
害
児
理
解
の
レ
ベ
ル
に
と
ど

め
る

の
で

は
な

く
，

障
害

者
の

お
か
れ
て
い
る
現
状
，
す
な
わ
ち

障
害

児
理

解
か

ら
障

害
者

問
題

の
理
解
に
ま
で
進
め
る
こ
と
を
通

し
て

，
「

主
権
者
と
し
て
の
自
覚
」

を
形
成
し
，
連
帯
し
て
問
題
解

決
を

進
め

る
と

い
う

第
④

の
レ

ベ
ル
が
措
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る

。

　
も
ち
ろ
ん

，
茂

木
俊

彦
氏

が
指

摘
す

る
よ

う
に

，
「

健
常

児
側

の

こ
の
よ
う
な
認

識
の

発
展

の
様

相
は

今
後

も
っ

と
緻

密
に

分
析

さ

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
13）

」
が

，
実

践
の

飛
躍

の
た

め
に

は

交
流

教
育

に
お

け
る

学
年

別
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
や
指
導
法

の
解

明
が

要
請
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
減
。

V．
居

住
地

校
交

流
の

意
義

と
可

能
性

　
最

後
に

，
全

国
的

に
は

ま
だ

認
識
が
弱
い
こ
と
か
ら
，
今
後
さ

ら
に
展
開
さ

れ
る

べ
き

も
の

と
し

て
，

居
住

地
校

交
流

の
意

義
と

可
能
性
に
つ
い

て
強

調
し

て
お

き
た

い
。

　
日

本
の

「
特

殊
教

育
」

制
度

に
対
し
て
な
ぜ
「
分
離
教
育
」
と

の
批

判
が

あ
る

の
か

。
そ

れ
は

，
欧
米
に
お
い
て
盲
・
善
・
養
護

学
校
の
位
置

的
イ

ン
テ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
建

物
や

敷
地

の
統

合
）

が
進

め
ら

れ
て

い
る

の
に

対
し

て
，
日
本
で
は
位
置
的
に
通
常
の

学
校

と
分

離
し

て
い

る
盲

・
聾

・
養
護
学
校
が
大
半
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
あ

る
1
5）

。
し
か
し
，
そ

れ
よ

り
も

盲
・

聾
・

養
護

学
校

と

通
常

の
学

校
（

お
よ

び
75
条

学
級
と
通
常
の
学
級
）
と
の
二
重
在

籍
が
許
さ
れ

ず
，

「
特

殊
教

育
」

か
r
通

常
の

学
級

で
の

教
育

」
か

を
択

一
的

に
選

択
し

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
点
に
あ
ろ
う
。
択
一
的

な
選

択
（

特
殊

教
育

の
場

の
指

定
）
に
よ
る
通
常
の
学
級
か
ら
の

離
脱
・
排
除

が
，

隔
絶

し
た

分
離

意
識

を
生

む
。

　
そ

れ
は

，
欧

米
と

は
異

な
る

日
本
特
有
の
「
地
域
」
意
識
や
帰

属
意

識
を

も
背

景
と

し
た

も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
，
日
本
の
義

務
教
育
制
度
は
，
1
学
区
］
校
の

小
学
区
制
を
採
っ
て
い
て
公
立

校
間

で
の

学
校

選
択

は
認

め
て

お
ら
ず
，
学
区
に
よ
る
ま
と
ま
り

を
重

視
す

る
。

従
っ

て
，

「
学

区
＝

居
住

地
域

」
と

い
う

観
念

が
あ

り
，

学
区

か
ら

除
外

さ
れ

る
こ

と
は

居
住

地
域

か
ら

除
外

さ
れ

る

と
い
う
意
識
に
も
通
じ
る
。
ま
た
，
日
本
の
義
務
教
育
制
度
は
年

齢
主
義
に
立
っ
て
お
り
，
同
一
年
齢
に
よ
る
学
年
制
を
採
っ
て
い

る
。
従
っ
て
，
通
常
の
学
級
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
居
住
地
域

の
同
一
学
年
の
子
ど
も
集
団
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
い
う
意
識
に
も

通
じ
る
。
こ
の
点
，
欧
米
で
は
公
立
校
に
お
い
て
も
学
校
選
択
が

許
さ

れ
た

り
，

居
｛

主
地

域
を

越
え

て
バ

ス
イ

ン
グ

（
ス

ク
ー

ル
バ

ス
に
よ
る
送
迎
）
に
よ
る
人
種
等
の
配
慮
的
均
等
化
が
行
わ
れ
た

り
，
学
年
制
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
事
情

か
ら

，
日

本
に

お
い

て
は

，
単

に
健

常
児

と
い

う
の

で
は

な
く

，

特
に
居
住
地
域
の
健
常
児
と
障
害
児
と
の
教
育
的
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ

ン
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

，
ま

た
意

味
も

あ
る

の
で

あ
る

。

　
学
校
教
育
法
に
は
，
「
特
殊
教
育
］
の
対
象
と
な
る
障
害
の
種

類
・
程
度
の
規
定
や
保
護
者
の
就
学
さ
せ
る
義
務
の
規
定
は
あ
る

が
，
子
ど
も
自
身
の
二
重
在
籍
を
禁
ず
る
明
文
規
定
は
な
い
。
二

重
在
籍
は
，
む
し
ろ
財
政
的
な
こ
と
を
理
由
に
監
査
等
を
通
じ
て

摘
発
さ
れ
，
行
政
的
に
禁
止
が
指
導
さ
れ
て
き
た
。
障
害
児
の
教

育
は
，
通
常
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
加
え
て
障
害
児
が
特
別
な
教
育

的
ニ
ー
ズ
を
持
つ
こ
と
か
ら
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
，
通
常
の
教
育

に
付
加
的
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
意
味

か
ら
は
，
本
来
的
に
は
通
常
の
学
級
と
「
特
殊
教
育
」
と
の
二
重

在
籍

の
保

障
が

検
討

さ
れ

る
べ

き
で

あ
ろ

う
三

6）
。

通
常

の
学

級
に

在
籍

す
る

者
に

特
別

の
教

育
課

程
を

認
め

た
「

通
級

に
よ

る
指

導
」

（
巡
回
指
導
を
含
む
）
の
制
度
化
（
1993年

度
～
）
は
，
（
居
｛
主
地

校
の
）
通
常
の
学
級
で
の
教
育
と
「
特
殊
教
育
」
と
の
併
行
利
用

を
認
め
る
意
味
で
二
重
在
籍
的
な
制
度
化
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対

し
て

，
居

住
地

校
交

流
は

，
「

特
殊

教
育

」
と

居
住

地
校

で
の

（
通

常
の
学
級
の
）
教
育
と
の
併
行
利
用
を
進
め
る
方
策
と
意
義
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
居
住
地
校
交
流
は
，
全
体
的
で
そ
の
場
限
り
に
な
り
や
す
い
学

校
間
（
指
定
校
）
交
流
と
異
な
っ
て
，
障
害
児
の
個
々
の
ね
ら
い

を
明
確
に
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
加
え
て
，
交
流

教
育
の
成
果
を
放
課
後
や
学
校
長
期
休
業
中
の
居
住
地
で
の
時
空

間
や
生
活
に
拡
張
し
う
る
し
，
病
院
や
施
設
を
伴
う
学
校
に
あ
っ

て
は
退
院
・
退
所
後
の
復
帰
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
も
ね
ら
え

る
。
学
校
間
交
流
や
地
域
交
流
と
相
補
的
に
，
交
流
教
育
の
中
の

不
可
欠
な
活
動
と
し
て
居
住
地
校
交
流
を
推
進
す
べ
き
と
い
え
よ

う
◇

　
こ
の
方
向
は
，
文
部
省
の
施
策
か
ら
し
て
も
，
心
身
障
害
児
交

流
活
動
地
域
推
進
研
究
の
一
環
に
含
ま
れ
る
し
，
障
害
児
を
含
め

て
学

校
外

活
動

の
充

実
や

家
庭

i・
学

校
・

地
域

社
会

と
の

連
携

を

謳
っ

た
学

校
週

5日
制

の
趣

旨
に

も
合

致
す

る
17）

。
ま

た
，

冒
頭

に

述
べ
た
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
思
潮
の
上
に
進
め
ら
れ
て
い



　

6
2

渡
部
　
昭
男
　
鳥
取

県
に
お
け
る
「
交
流
教
育
］
の
展
開

る
教

育
的

イ
ン

テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
国
際
的
動
向
に
沿
う
も
の

で

も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
註
〉

ヱ
）

国
立

特
殊

教
育

総
合

研
究

所
・

国
立

久
里

浜
養

護
学

校
創
立

2
0周

年
記

念
国

際
セ
ミ
ナ
ー
『
特
殊
教
育
に
お
け
る
新
し
い

動

向
』

当
日

配
布

資
料
（
1
992

年
10
月
19
日
）
及
び
最
終
報
告
書

　
（

1
99

3年
3
月

）
。

国
立

特
殊

教
育

総
合

研
究

所
・

外
国

調
査
小

委
員

会
『

世
界

の
特
殊
教
育
』
1（

／
9
87
年
）
～
V∬

（
ユ

993

年
）
。

　
　

な
お

，
国

連
は

，
1
99

3年
1
2月

2
0月

に
「

各
国

政
府

は
障
害

を
持
つ
子
ど
も
・

青
年

・
成

人
の

統
合

さ
れ

た
環

境
（

in　
in
t
e－

g
rat

e
d　

s
ett

i
ngs

）
で

の
初

等
，

中
等

，
高

等
教

育
の

機
会

均

等
の
原
則
を
認

識
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
教
育
的
イ
ン
テ

グ

レ
ー

シ
ョ

ン
の
原
則
を
盛
り
込
ん
だ
「
障
害
者
の
機
会
均
等
化

に
関
す
る
標
準
規
則
」
を
総
会
で
採
択
し
た
。

2
）

こ
の

報
告

に
関

す
る

辻
村

氏
の

考
え

は
，

辻
村

泰
男

・
他

『
統

合
教
育
～
障
害
児
教
育
の
動
向
」
福
村
出
版
（
］
978年

）
，
辻
村

泰
男
§
障
害
児

教
育
の
新
動
向
』
日
本
文
化
科
学
社
（
1978年

）

な
ど

か
ら

，
う
か

が
い

知
る

こ
と

が
で

き
る

。

3
）

文
部

省
と

し
て
も
，
心
身
障
害
児
の
理
解
推
進
を
図
る
た
め

に
，

「
特

殊
教

育
理

解
推

進
指

導
者

講
習

会
」

（
年

1回
）

を
開

催
し

た
り

，
狡
流
教
育
の
実
際
～
心
身
障
害
児
と
と
も
に
一

』

　
（

1
98

1年
）

，
菱

流
教

育
の

実
際

I
I一

ふ
れ

あ
い

を
も

と
め
て

一
］

（
198

4年
）

，
『

交
流

教
育

の
実

際
I
II一

と
も

だ
ち

に
な

ろ
う

　
一
』
（
1
986

年
）
な
ど
の
冊
子
を
発
行
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

4
）

こ
れ

に
関

し
て
も
，
文
部
省
は
『
心
身
障
害
児
と
地
域
社
会

の
人
々
と
の
交

流
』
（
1
9
89年

）
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
る

。

5
）

鳥
取

県
社

会
福

祉
協

議
会

「
第

7回
福

祉
教

育
研

究
セ
ミ

ナ
ー

」
基

調
提
案
資
料
（
］
9
92
年
8月

1
8～

1
9臼

）
及
び
牛

田

昭
「
福
祉
教
育
の

展
開

」
（

全
国

社
会

福
祉

協
議

会
『

社
協

情
報
』

199
0
年

4～
6
月
号
掲
載
に
加
筆
修
正
し
た
冊
子
：
19
90
隼
）

。

6）
障

害
児

教
育

に
お
け
る
「
地
域
」
概
念
に
つ
い
て
は
，
す

で

に
拙
稿
「
障
害
児
の
教
育
的
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
弛
域
」

」

　
『

障
害

児
教

育
と

イ
ン

テ
グ

レ
ー

シ
ョ

ン
ー

明
日

の
障

害
児
教

育
像

を
探

る
一

』
労
働
旬
報
社
（
1
986

年
）
に
お
い
て
，
筆
者

　
な
り
の
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

7）
上

掲
書

，
及
び
梅
谷
千
鶴
栄
「
地
域
交
流
学
習
に
か
け
る

ね

が
い
」
『
精
神
薄
弱
児
の
指
導
事
例
集
⑧
　
統
合
・
交
流
教
育
膓

明
治

図
書

（
1984

年
）

。

8）
鳥

取
県

立
鳥

取
聾

学
校

『
龍

文
』

創
刊

号
（

1993年
）

63頁
。

9
）

朝
日

新
聞

（
鳥

取
版

）
「

教
育

最
前

線
　

深
め

よ
う

障
害

者
理

解
」

（
19
87
年

12
月
9日

付
け
）
。
ま
た
，
小
学
部
4
年
生
時

点

　
に

お
け

る
実

態
に

つ
い

て
は

タ
横

山
裕

美
「

精
神

薄
弱

児
の
交

　
流
教
育
一
1児

の
事
例
に
関
す
る
考
察
一
」
鳥
取
大
学
教
育
学

　
部
養
護
学
校
教
員
養
成
課
程
卒
業
論
文
（
1991年

1月
提
出
）

　
に

詳
し

い
。

10）
郡
家
町
立
郡
家
東
小
学
校
『
心
身
障
害
児
理
解
推
進
校
第
一

　
年
次
中
間
報
告
　
思
い
や
り
，
ふ
れ
合
い
，
手
を
っ
な
ぐ
子
ど

　
も

一
県

立
鳥

取
聾

学
校

と
の

友
情

を
育

む
活

動
を

通
し

て
一

』

　
（

1990年
3月

）
，

同
『

輝
く

瞳
を

み
つ

め
て

（
第

10号
）

思
い

　
や
り
，
ふ
れ
合
い
，
手
を
っ
な
ぐ
子
ど
も
一
県
立
鳥
取
聾
　
学

　
校
と
の
友
情
を
育
む
交
流
活
動
を
通
し
て
一
心
身
障
害
児
理
解

　
教

育
｛

痔
集

』
（

1990年
10月

）
，

鳥
取

県
立

鳥
取

聾
学

校
『

龍
文

』

　
創

刊
号

（
1993年

）
な

ど
。

11）
小
出
敏
～
・
他
「
地
域
づ
く
り
，
学
級
づ
く
り
，
共
同
教
育

　
の

と
り

く
み

」
掠

都
の

教
育

G980年
度

）
」

京
都

教
職

員
組

　
合

（
1981年

）
，

小
出

敏
一

「
日

本
に

お
け

る
共

同
教

育
の

実
践

　
の

歩
み

3『
障

害
者

問
題

研
究

』
第

32号
，

全
国

障
害

者
問

題
研

　
究

会
（

1983年
）

な
ど

。

12）
こ
の
点
は
，
発
達
的
に
特
に
小
学
校
中
学
年
か
ら
高
学
年
へ

　
の

指
導

に
お

い
て

重
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

ピ
ア

ジ
ェ

は
，

小
・

　
中

学
生

期
の

発
達

的
特

徴
を

7・
8歳

く
ら

い
ま

で
の

前
操

作

　
期
，
11・

12歳
こ
ろ
ま
で
の
具
体
的
操
作
期
，
そ
れ
以
降
の
形

　
式

的
操

作
期

に
区

分
し

て
い

る
。

健
常

児
の

障
害

児
理

解
も

，

　
基

本
的

に
は

健
常

児
の

発
達

的
基

盤
に

依
拠

し
て

深
化

す
る

。

　
そ
し
て
，
実
践
的
に
は
9・

1⑪
歳
こ
ろ
を
境
に
抽
象
的
な
思
考

　
へ

移
行

し
始

め
る

こ
と

が
知

ら
れ

て
お

り
，

こ
れ

を
「

9・
10

　
歳
の
節
」
と
し
て
着
目
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
（
心
理
科
学

　
研

究
会

ご
児

童
心

理
学

試
論

（
改

訂
新

版
）

』
三

和
書

房
，

1984

　
年
：
田
丸
敏
高
『
子
ど
も
の
発
達
と
社
会
認
識
』
京
都
法
政
出

　
版

，
1993年

な
ど

）
。

そ
し

て
，

交
流

教
育

に
お

い
て

も
小

学
校

　
の
中
学
年
に
お
い
て
，
図
1の

第
②
の
レ
ベ
ル
の
よ
う
な
差
異

　
の
発
見
に
よ
る
障
害
児
へ
の
素
朴
な
と
ま
ど
い
や
疑
問
が
多
く

　
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
疑
問
を
「
仲
良
く
し

　
よ

う
」

と
い

う
建

前
で

押
さ

え
っ

け
る

の
で

は
な

く
，

F何
で

？
」

　
と
い
う
本
音
を
く
ぐ
ら
せ
る
申
で
科
学
的
な
認
識
と
結
合
さ
せ

　
て

偏
見

を
克

服
し

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

　
　

こ
れ

は
障

害
児

理
解

だ
け

で
な

く
，

「
い

じ
め

」
等

に
対

す
る

　
指
導
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
。
小
学
校
4年

生
の
ク
ラ
ス

　
で

，
「

服
が

な
ん

と
な

く
う

す
よ

ご
れ

て
い

る
」

こ
と

を
理

由
に

　
あ
る
女
子
児
童
を
「
環
子
菌
」
と
呼
ぶ
男
の
子
た
ち
へ
の
若
狭

　
蔵

之
助

氏
の

対
応

は
絶

妙
で

あ
る

。
「

環
子

菌
な

ん
て

い
っ

て
は

　
い

け
な

い
」

と
た

し
な

め
つ

つ
も

，
「

あ
と

で
，

環
子

ち
ゃ

ん
の

　
お
母
さ
ん
に
，
ど
う
し
て
う
す
よ
ご
れ
た
洋
服
な
ん
か
着
せ
る

　
の
か
き
い
て
み
よ
う
」
と
む
し
ろ
男
の
子
た
ち
の
素
朴
な
疑
問

　
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
示
し
，
後
に
周
到
な
準
備
の
上
で
の
合
成

　
洗
剤
と
粉
石
け
ん
と
の
比
較
実
験
を
通
し
て
，
コ
マ
ー
シ
ャ
リ



鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

研
究

年
報

　
第

3号
　

1994年
3月

63

　
ズ

ム
の

下
で
の
偏
見
（
「
き
れ
い
＝
蛍
光
増
白
剤
の
白
」
ヂ
白
く

　
な
い
；
不

潔
」

）
を

覆
す

科
学

的
認

識
に

迫
っ

て
い

る
（

若
狭

蔵

　
之

助
『

子
ど

も
と

学
級

一
生

き
る
力
を
育
て
る
」
東
京
大
学
出

　
版

会
，

1986年
）

。

13
）
茂
木
俊
彦
瀕
育
実
践
に
共
感
と
科
学
を
』
全
国
障
害
者
問

　
題
研
究
会

出
版

部
（

1
98

4年
）

1
55

頁
。

14）
例
え

ば
，

京
都

府
乙

訓
地

区
小

学
校

の
パ

発
達

と
障

害
』

（
人

　
権
）
教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
案

）
」

科
学

的
障

害
者

教
育

研
究

会

　
編
『
障
害
者
教
育
科
学
』
第
1
7
号
，
か
も
が
わ
出
版
（
1
9
88

　
年

）
。

ま
た
，
交
流
教
育
実
践
の
分
析
方
法
に
つ
い
て
の
試
論
も

　
出

さ
れ

て
い

る
（

湯
浅

恭
正

「
交
流
・
統
合
教
育
実
践
の
分
析

　
方

法
試

論
一

生
活

指
導

の
教

育
実
践
記
録
を
中
心
に
一
膓
特
殊

　
教
育
学
研

究
』

第
3
0巻

第
4
号

，
19

93
年

）
。

15）
拙

稿
「

日
本

に
お

け
る

位
置

的
（

学
校

の
敷

地
又

は
建

物
）

　
イ

ン
テ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
試

み
」

『
日

本
特

殊
教

育
学

会
第

31回

　
大

会
発

表
論

文
集

』
（

1993年
）

。

16）
拙

稿
「

第
6章

　
特

殊
教

育
］

轍
育

法
コ

ン
メ

ン
タ

ー
ル

教

　
育

関
係

法
』

日
本

評
論

社
（

1992年
）

。

17）
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
学
校
運
営
等
に
関
す
る
調

　
査
研
究
協
力
者
会
議
「
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
学
校

　
運

営
等

の
在

り
方

に
つ

い
て

（
審

議
の

ま
と

め
）

」
（

1992年
2

　
月

20日
）

，
青

少
年

の
学

校
外

活
動

に
関

す
る

調
査

研
究

協
力

者

　
会
議
「
休
日
の
拡
大
等
に
対
応
し
た
青
少
年
の
学
校
外
活
動
の

　
充
実
に
つ
い
て
（
審
議
の
ま
と
め
）
」
（
1992年

2月
26日

）
，
「
学

校
週

五
日

制
の

実
施

に
つ

い
て

（
通

知
）

」
（

1993年
3月

23日

　
付

け
文

初
小

第
296号

通
知

）
な

ど
。

ABS
T
RAC

T

　
　
A
lso　

i
l〕

Jap
an，

　
t
he　

i
dea　

o
f　

n
ormal

iza
tion　

and
　
int

e
gra

t
iol

l　
has　

been　
extended　

dur｛
ng　

Intemational　
Year　

of

Disab
▲
ed　

Perso！
〕
s（

1981
）
and　

the　
U1批

ed　
NatiolYs　

Decade　
of　

Dlsabled　
Persons（

1983－
1992）

．
Therefore　

the　
recogl〕

掘
on

of
　
irnp

oTtanc
e　

o《
e
ducatio

nal　
i
nte

grati
on　

Ras　
b
een

　
inc

r
eas

i
ng．

　
　
A
bout　

a　
qua

rter　
c四

加
r
y　

ago
，
　
i
n　

196
9，

　
the　

T
suj

i
mur

a
　
Re

port　
made　

a　
suggestion　

of　
educational　

mtegration　
to

the
　

Mi
nist

ry　
of　

Educ
atio

n，
　

Sci
ence　

an
d　

Cu
ltu

re（
M
onb

u
sh6

）
．

Monbush6　
belatedly　

started　
illteractive　

education

pr
ogra

ms　
betwe

en　
ordi

nar
y　

an
d　

the　
dis

abled
　

c
hildr

e川
I
Y　

1
979

　
and　

resource－
roon亙

system　
in　

1993．

　
In　

this　
paper，

　
in

teracti
ve　

education　
progranTs　

in　
Tottori　

Prefecture　
is　

analyzed　
and　

eva▲
uated、

　
There　

are　
nine

specia｜
sc｝

〕
ools　

in　
Tott

ori　
and　

they　
have　

had　
three　

types　
of　

programs．

（
1
）

Tr
ansa

ctio
nal　

pro
gram

s　
be

twe
en　

o
rdi

nar｝
・

a
nd　

s
pec

i
al　

schools　
have　

provided　
many　

oPPortunities　
not　

onい
o

　
the　

disabled　
to　

participate　
in　

educational　
activities“

・
江
h　

pupi▲
s　

in　
ord｛

nary　
schoo▲

s　
but　

also　
to　

chi▲
dren　

without

　
disabil▲

ties　
to　

d
evelop　

a　
feeling　

of　
fri四

dship　
with　

the　
han

dicapPed．

（
2
）
　
Co

rnm
un

ity
－
b
ase

d　
inte

rac
tive　

e
ducat

ion
　

pr
ogr

a
lns

　
h
a
ve　

encouraged　
the　

neighbourhood　
of　

each　
sl）

ecial

　
sch

ools　
to　

u
nderstand

　
a▲

ot　
mo

re　
about

　
sp

ecial
　
ed

u
cat

i
on　

a
nd　

p叩
ils　

with　
disabi翫

ies．

（
3）

　
Ind

ivi（
］
uali

zed　
int

eractive　
education　

programs　
of　

part－
time　

mtegratiolエ
at　

ol’
dinary　

schoo互
s　

in　
resk王

ent三
al

　
districts

　
were　

exp
erilnen

tally　
started　

at　
the　

two　
special　

scho
ols　

in　
1987．

　
Though　

J
apanese　

c
ompulso

ry　
education　

has　
the　

l’
esident｛

al　
district　

system　
that　

all　
ordinary　

chi王
dren　

in　
the　

same

reside1由
a
l　

dlstric
t　

must　
go　

to　
the　

same　
public　

eleme就
aΣ

’
y　

or　
lullio品

igh　
school，

　
most　

special　
schools　

in　
Japan

locates　
far　

from　
ordinary　

schools　
and　

pup｛
ls　

co正
ne　

froln“
プ
ide　

districts．
］
apanese　

spec｛
al　

education　
is　

regarded　
as

ase
greg

ativ
e　

s
yste

m　
i
l〕

a
gener

al　
sens

e，
　

so　
th

at　
e
duc

a
tio

n
al加

egration　
at　

residential　
ordillary　

schools　
is　

more

impo
rtant

　
in　

Japan．


